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序

本報告書は、曽根丘陵公園整備事業 及び町道上の平道路改良事業に伴い、1985 •86両年

度に発掘調査された山梨県東八代郡中道町上の平遺跡について、 その成果をまとめたもの

であります。

現在山梨県は、約40haの地を「山梨県甲斐風土記の丘•曽根丘陵公園」に選定し、 その

整備を進めておりますが、 それに先立つ事前発掘調査の一環として行なわれましたこのた

びの調査は、町道分を含め総面積7,500nlに及びました。検出された遺構は、縄文時代の住

居址23軒•土拡202基・集石2 基、弥生時代の方形周溝墓20基（内13 基は過去に確認済） ・

住居址17軒、平安時代の住居址 2軒等であります。先土器時代の遺構は確認できませんで

したが、火山灰層の分析を専門機関に委嘱し、遺跡と堆積土との関係を明確にする手懸り

を得るよう試みました。

縄文時代につきましては、前期末の十三菩提式から集落が営まれ、続く中期の五領ケ台

式期に規模が一層拡大する様相が遺構数から推定されましたが、本調査では人為的遺構・

遺物の外に花粉•炭化種子・植物遺体などの自然遺物について、 専門家に調査を委嘱し、

植生を含めた環境復元のための貴重な資料が得られました。次に弥生時代では、丘陵くび

れ部に集中する後期後半の住居址群と、その北側に展開する今回の発見を含め総計124甚を

数える大方形周溝墓群の存在が確認され、集落と生産活動の場ないし墓域との関係、さら

にこの地に花開く前期古墳文化との関係などについて重要な課題を提供いたしました。

上の平遺跡は、従前の調査に加えこのたびの調査によって、曽根丘陵大遺跡群を構 成す

る貴重な遺跡であることが再確認されました。風土記の丘•曽根丘陵公園の整備事業の推

進に当たりましては、今回の調査の成果が十分に考慮され、か つ活用されます よう念願し

てやみません。

末筆ながら、 ご協力を賜わった関係機関各位、貴重な調査結果をお寄せいただいた方々、

並びに直接調査に当たられた皆様方に改めて厚く御礼申し上げます。

1987年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 磯 貝 正 義



例 日

1 . 本報告書は、昭和60 年度、61年度の曽根丘陵公圏整備事業及びIIIJ道上の平線道路改良事業

に伴って発掘調査された山梨県東八代郡中道町上の平遺跡の発掘調査報告書である。

2. 道路改良事業区域の発掘調査は、山梨県教育委員会が中道町の委託を受けて実施した。

3. 発掘調査及び出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センタ ー が行ない、同機関文化財主事中

山誠二が担当した。

4. 本報告書は中山が編集を行ない、執筆は第III章第2節を保坂康夫、その他については中山

が行なった。

5. 本遺跡遺構内出土の炭化種子については岡山大学農業生物研究所教授笠原安夫先生に、 ま

た植物遺体については名古屋大学助教授渡辺誠先生にその同定を依頼した。 遺跡内の火山灰

分析は山梨文化財研究所に依頼し、同研究所第4研究室 長河西学氏よりその分析結果の報告

を戴いた。以上3篇の報告の内、炭化種子については『研究紀要3 』 （山梨県立考古博物館・

山梨県埋蔵文化財センタ ー ）に、他の2篇については本報告書の第V章に掲載した。

6. 写真撮影は遺構・遺物ともに中山が行なった。

7. 遺構及び遺物のトレ ー スは、新津重子、中山千恵が行なった。

8. 本報告書にかかわる出土品及び記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センタ ー に

保管してある。

9. 出土品整理参加者

長田久美子、宮川治子、佐野生子、田中正江、桜井里子、中楯由美、 長田純子、五味信子、

志村秋子、功刀真司、榎本勝、横沢浩、原節郎、今福利恵、千野とよみ、福沢準子、梅林は

なの、 長田可祝、矢崎喜美江、小林美津代、中楯賢二、矢崎よ志子、出月遊亀子、芹沢元枝、

渡辺礼子、石原はつ子、出月満寿江、長田久江、矢崎ます子、矢崎悦子、 小林弘子、 小林澄

子、中村桃子、池谷美恵子 （順不同）

10. 発掘調査から報告書作成に至るまで、下記の方々からご教示、ご協力をいただいた。記し

て感謝申し上げます。 （敬称略）

渡辺 誠、石野博信、岩崎卓也、小出義治、鈴木敏則、笠原安夫、藤沢 浅



凡 例

1 . 本書の遺構・遺物の挿図縮尺は原則として次の通りである。

遺跡位置図l/50,0 0 0、調査区域図 ¼,ooo、住居址 1/60、炉址l/30、土拡 1/60、土拡微細

図l/30、竪穴状遺構 1/60、集石l/30、方形周溝墓平面及び縦方向エレベ ーション 1/10 0、 方

形周 溝 墓横方 向セ クシ ョ ンl /5 0 、 縄文土 器実測図1/ 6 、 弥 生 土 器実測図

¼、土器拓影l/3、土偶l/3、土製円盤l/3、先土器時代石器l/3、

2. 竪穴住居址等の記述•挿図について

(l) 遺構挿図内の水糸レベルは海抜高を示す。 セクションとエレベ ーションの水糸レペルが

異なる場合は、それぞれに標高を記す。

(2) 平面図中 ― ••一ーは炭化材分布範囲、―--―は床面範囲、-------—ーは推定線を示す。

(3) スクリ ーント ーンは、焼土範囲を示す。

3. 遺物の記述• 挿図について

(1) 土器実測図 のスクリ ーント ーンは赤色塗彩部分を示す。

4. 表の記述について

(1) 遺構の計測値は長軸方向と短軸方向の最長部分の距離である。

（ ）内の数値は推定値を表す。

(2) 遺物

遺構別石器数量一覧表の数値は出土点数を表し、 （ ）内の数値は重量gを示す。
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図版 9 117号方形周溝墓及び同址壺出土状況 118号方形周溝墓及び同址壺出土状況 119号

方形周溝墓 120号方形周溝墓

図版10 121号方形周溝墓 123号方形周溝墓 124号方形周溝墓 39号住居址 40号住居址及

び同址カマド

図版11 住居址内出土縄文土器

図版12 住居址内出土縄文土器

図版13 住居址内出土縄文土器

図版14 住居址内出土縄文土器

図版15 住居址及び土拡内出土縄文土器

図版16 住居址及び方形周溝墓内出土弥生土器

図版17 土偶•顔面把手土製円盤•士錘



第I章 調査状況

第1節 調査に至る経過

昭和60年 5 月20日 文化庁に第 4 次調査の発掘通知を提出する。

昭和60年6 月15日 第 4 次発掘調査を開始する。

昭和60年7月1日 町道上の平線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査委託契約を中道

町と県教委の間で締結。

昭和60年12月 6 日 第4次発掘調査を終了する。

昭和60年12月23日 甲府南警察署に遺物の発見通知を提出する。

昭和61年1 月23日 町道部分の発掘調査実績報告を中道町に提出する。

昭和61年 4 月19日 文化庁に第 5 次調査の発掘通知を提出する。

昭和61年 4 月25日 第 5 次発掘調査を開始する。

昭和61年8月30日 発掘調査を終了する。

昭和61年 9 月 2 日 甲府南警察署に遺物の発見通知を提出する。

第2節 調査組織

調 査主体 山梨県教育委員会

調 査機関 山梨県埋蔵文化財センタ ー

調査担当者 中山誠二（文化財主事）

調 査 員 新津重子、日向千恵、宮沢公雄

作 業 員 出月満寿江、梅林はなの、石田春子、渡辺梅子、出月美矢子、矢崎一美、田中

正江、長田久江、千野とよみ、矢崎悦子、矢崎未子、芹沢元枝、桜井里子、小

林美津代、石原はつ子、長田久美子、矢崎喜美江、小林澄子、出月多枝美、宇

野和子、横沢浩、功刀真司、原節郎、渡辺礼子、宇野文子、佐野生子、志村秋

子、榎本勝、矢崎よ志子、矢崎ます子、田中弘子、宮川治子、小林恵子、新井

麻美、中楯由美、石原良美、小沢和、西名博恵、小林早由里、小沢健次郎

調 査協力 石和土木事務所、中道町教育委員会
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第1I章 遺跡概況

第1節 遺跡の位置と周辺の環境

上の平遺跡は、山梨県東八代郡中道町下向山地内に所在する。甲府盆地南縁に東西 1 5kmにわ

たって横たわる曽根丘陵の一 角に 位置し、標高330m前後を測る東山に立地する。 遺跡を載せる

東山は東部を間門川、西部を滝戸川によって開析され、甲府盆地に舌状にせりだしている。

本遺跡の所在する中道町は、丘陵部とその北側を西流する笛吹川の氾濫原に地形的に2 分さ

れるが、この丘陵地帯には数多くの遺跡の存在が知られている。本遺跡周辺の丘陵先端部だけ

を見ても、岩清水遺跡、米倉山A、 B遺跡、女沢遺跡、宮の上遺跡、立石遺跡など先土器時代か

ら古墳時代にかけての遺跡群が連なり、さらに小平沢古墳、銚子塚古墳、丸山塚古墳、大丸山

古墳などの前期古墳が集中する。一方、丘陵最上部においても上野原遺跡、村上遺跡、城越遺

跡などの縄文時代を中心とした集落跡が認められ、後背地にある御坂山塊と遺跡周辺の丘陵上

の豊富な動植物資源を基盤とした原始、古代人の営みが看取できる。

本遺跡では、昭和54年から56年にかけての3次にわたる発掘調査と確認調査によって弥生時

代末の方形周溝墓116基が発見されている。周辺は甲府盆地でもいちはやく古墳が築造される地

域であることから、この発見は古墳出現前段階の墓制と社会様相を知る上で重要な意味を持つ

ものであった。また、上の平遺跡南側に存在する立石遺跡では同時代の集落跡が確認 されてお

り、居住地と墓域の構造を知ることができる。

参考文献

中道町史編纂委員会『中道町史』上 1975 

山梨県教育委員会『昭和52年度 （笛吹川沿岸土地改良事業地内）埋蔵文化財分布調査報告書』

1 978 

磯貝正義ほか『角川日本地名大辞典 19 山梨県』 1984 角川書店

中山誠二「山梨県の方形周溝墓」 『歴史手帖』 13巻 1 号 1985 名著出版

第2節 調査区域の設定と調査方法
第4次調査の調査範囲は55基の方形周溝墓群が発見された第1次調査区域の南側と東側に沿っ

た3000面の地域で、第5次調査は遺跡北辺に沿った幅 10m、長さ 450mの範囲である。調査範囲

が細長く、屈曲しているため、便宣上各調査地区を横断する現道をもって、 A区,__, F区を設定

した。さらに、この調査範囲全体に 4mX4mを単位とするメッシュをかけ、 グリッドを設定

した。 グリッドの表記方法は、第4次と第5次で異なるためここで簡単に説明しておきたい。

第4次調査区域では、調査区南西端を基点に西から東へ向けて ex 軸）をアルファ ベットA

,__, z 、南から北へ向けて(Y軸）を算用数字 1 ,__,50 の杭番号を設定した。第5次調査区は、第4
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次調査時におけるT※5 1の杭を新たに1※1の杭とし、X軸を東から西に1 • 2 •  3・・・、

Y軸を南から北へ1 • 2 •  3・・・とXY両軸を算用数字で表した。グリッドの表し方はいず

れもグリッド南西杭を基点とし、X※Yグリッドと表記する。

調査はまず対象地域全体の表土を削除し、遺構確認のための精査を行なった後、 遺構の発掘

を行なった。表土下30cm程に有る遺構確認面では縄文時代、弥生時代の遺構の重複が激しいた

め、まず弥生時代の遺構を調査し、次に縄文時代の遺構調査を行なった。 さらにその後で先土

器時代の文化層の調査を実施した。

第3節 基本層序

上の平遺跡全体における 基本層序を明らかにしておきたい。

遺跡は、多少の起伏を持つものの全体的にはほぼ平坦な地形で基本層序に大きな変化は認め

られない。層序は第 4 図のように I 層からIX層に分けられるが、 I 層上面に耕作土がのる。 I
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第3 図 第 4次• 第5次調査プロック設定図
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層から1X層までの堆積は、約3mに及ぶ。

第I層：暗黄褐色ロ ー ム層。III層下のロ ー ム層と比

べやや軟弱で、色調に赤味をおびる。

第11層：黒褐色土。 1 mm大の白色粒子を含む。

第III層：黄褐色ロ ー ム層。IV層下のロ ー ム層に比べ

粘性、しまりが弱い。

第IV層：黄褐色ロ ー ム層。プロ ック状に剥離するや

や軟弱なロ ー ム層。

第V層：黄褐色ロ ー ム層。赤色スコリヤを多く含む

硬質のロ ー ム層。

第VI層：黄褐色ロ ー ム層。1 mm大の白色粒子を多く

含む。 ロー ム粒子は極めて緻密である。

第VIl層：黄褐色 ロー ム層。赤色、青色スコリヤを若

干含む。

第VIII層：灰褐色粘質土。

第1X層：橙褐色軽石層。 (Pm I) 

• 一331.700 "' 

Ill 

2M 

第 4 図 基本層序

遺構の確認される層位は第1層の上面で、基本的にはこの層を遺構 確認面として捉えること

ができる。 この確認面では弥生時代および縄文時代の遺構がほぼ同ー レベルで検出される。 縄

文時代の遺構は遺構確認面においてすでに壁のほとんどが削平され、炉だけが露出した状態で

検出されるものも存在することから、 この確認面がすでに当時の生活面より相当削られている

ことが推定される。

遺跡の存在する曽根丘陵上の表面を覆う堆積土のほとんどは、 火山灰の降下に起因する風成

堆積物であることが同町内に存在する上野原遺跡で実証されている（河西学1987「上野原遺跡

の火山灰層」）。本遺跡においても第I層から第IX層の火山灰を採取し分析を行なったので、

その結果を付節において詳しく記述することにする。

- 6 -



第5図 第4次調査区域内遺構配置図
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第 皿 章 第 4 次調壺

第 1 節 遺構検 出状況

第4次調査 区 は、昭和 54年に 55基の方形周 溝墓が発見 さ れ た 第1 次調 査 区の 南 と 東 側に位 置

し、 当 初 か ら 同時代の墓 域の 展 開 が予測 さ れ て い た 。 しか し、 弥生時代 末 か ら 古墳時代 初 頭の

方形周 溝 墓 は一部で確認 さ れ た の みで、実際には弥生時代後 期 後 半の 住居群 が集落 を 形成 して

い た こ と が今 回の調査で明 ら かにさ れ た 。 調査区は北 か ら 南に向 っ て 緩 や かに下る 斜面 で 、 杭

ナ ン バ ー 5付近 を境に南側 が段 をなして低 く なるが 、 同時代の住居址 は こ の 小 さ な段 を 境に北

側に1 5軒 、 南側に 2軒確認 さ れ て い る。 南北の住居群の 間で主軸方 向 が 異なる こ と か ら 、住居

址 群 は 2 つの グルー プに大 き く 分け られ る。
一方、 縄文時代の遺構は調査区の北側に集中 し、上の平遺跡 全体 か ら 見 て も 台 地 北 東に集落

の形成が認 め られ る。 第4次調査 で確認 さ れ た 該期の遺構は住居址 14軒 、土拡88基で あ る 。 住居

址 の中には表士下 50cm程の遺構確認面 で炉 と 柱穴 だ け が残存 して い る状 態 で 発 見 さ れ る例 も あ

り 、 当時の 生活面 が こ れ よ り 高 か っ た こ と が考 え られ る。

第2節 先土器時代の遺物

本遺跡 か ら 、 ナ イ フ形石器 2点 、使用 痕 ある剥片 1 点 が出土した 。 ま た 、 縄文時代の 石 槍の

可能性が強 い と 思 われ る石器 1 点 が出土 し た が 、 こ れ も 本項で扱 う （第6図 ） 。

1 は、 い わ ゆ る二側縁加工の ナ イ フ形石器であ る。 素材 は縦 長剥 片 と 思 われ る 。 正面には、

主剥離面の剥離方向と ほ ぽ直交する方向の剥離が 2枚 み られ る。 こ の 2枚の 剥 離 は、 本 素材の

打面 か ら みると、剥離方向が ほ ぼ 直交し、稜 を形成して い る。 両 者 は規 模 が 違い 、 正面 左 側 縁

の剥離面 を打面 と して 、右側縁側の剥離がな さ れ た も の と思 われ る。 おそ ら く 、 石 核 腹面にな

さ れ た 稜形勢の た めの調整剥離 と 思 われ る。 二次加工は、 正面 右 側 縁 全体 と 、 左側 縁 下 半 部に

な さ れ て いる 。 右側縁下半部の加工は非常に小規模であるが 、 素材 を あ る程 度 変 形し、 縁 部 を

整形し て い る状況なの で 、調整剥離と判断した 。 先端側には、 正面 側 か ら 裏面にむ か っ て 稜 上

加撃がな さ れ て い る。 黒曜石 製。 17住出土。 2 も 、 二側 縁加工の ナ イ フ形石 器で あ る。 正面 下 半

部 の 二次加工 はかな り 平坦 で あ る。 正面の加工の後に裏面 下半部 の 平坦な加工がな さ れ て い る。

素材 はおそ ら く 縦 長剥 片で、 正面には主剥離面 と ほ ぽ 同 一方 向の 剥 離 が 1 枚 み ら れ る 。 先 端 部

裏面 の剥離 は破損によ る も の と 思 われ る。 黒曜石製 。 発掘 区 内 表 採 資 料。 3 は、 石 槍 と 思 われ

る 。 両面 加工で あ る が 、 正面に 2枚 、裏面に 1 枚 、 両面 の ほ ぼ中 央に素材の剥 離面 が 残 存 す る。

正面 の二次加 工 は、中 小規模の剥離を 交 え な が ら 、 剥離角 が ほ ぼ 同 一の 剥 離 が 連 続 的に一 様に

な さ れ て いる と 思 われ る。 裏面 の剥離 は、 先端側半分 と 基部 側 は平 坦で細 か な剥 離 が な く 、 断

面 が半円形にな っ て いる 。 周 辺の剥離 よ り 新しい 。 なお 、 裏面先 端側の先端方向 か ら の 剥 離 は、

折 れに伴 う も の。 ホ ルンフ ェ ルス製。 1 2住出土。 4 は、黒曜石製。 土拡内 出土。
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第 6 図 先土器時代石器

第3節 縄文時代の遺構と遺物
1 . 住居址 と 出土遺物

( 1 ) 1 2号住居址 （ 第 7 --.., 9 図 、 図版 1 )

（ 位 濫 ） 遺跡東辺のM • N ※24 • 25グリッ ドに位置する。19号 、 3 0号住居址 と 重複する。

（ 形状・規模 ） 住居址東側 が 調査区外に伸 びる が、長軸 7 m 2 0cm、 短軸約 5 m 5 0cmの楕 円 形 を

呈する と 考 え ら れる。

（ 床面 ・ 壁 ） 床面は 中央部 が硬 く 踏 み 締め ら れてお り 、 ほ ぼ平 坦で あ る。 壁 は外 側に 向 け て

斜めに立 ち 上が り 、 壁高 3 0- 5 0cmを 測る。

（ 炉 ） 燃焼部と考 えられる焼土を伴った掘 り 込みは計5 ケ 所 検 出 さ れ 、 こ の内 炉体土器を伴

う も のが 3 つ 存在する。 こ れらの炉は、 住居址中央からその北側にかけ て点在し ている。

（ そ の 他 の 施設 ） ビッ ト は大小合 わ せ て 28ケ 所検 出 さ れている。 ビッ ト ど おしの切 り 合い が

激し く 主柱穴は確定し がたい が 、 おそら く 何回かの建て替 え が あった も のと推定 さ れる。

（ 出土遺物 ） 第 8 図、 第 9 図が本住居址の伴 出 土器である。

1 . 鉢 形土器。口 縁部に細線文 と 細かい鋸歯状文が施 さ れ 、 胴部には連続の三 角 文 と 結 節 縄

文が施文 さ れる。口 径14cm、 器高10cmを 測る。 2 .  円 筒形の深鉢形 土 器。 口 縁 部に 4 単位 の

小突起が付加 さ れ 、 胴部は沈線によって13段に分離 さ れる。その区 画 内には棒 状 工 具によっ て
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第 7 図 1 2号 住 居 址
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第 8 図 12号住居址出土土器 ( 1 )  
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第 9 図 1 2号住居址 出 土土器 (2) 

列点文が施 される。口 径 10 .5cm、器高 17 .5cmを測る。 3 .  深鉢 形 土 器上胴 部。 口 縁 部 に 橋 状

把手をも ち 細線文、玉抱き三叉文を施す。胴部は渦巻き沈線、結節縄文が施文 される。 4 . 

4 単位の山形突起を有する 深鉢形土器。口 縁部 に は細線文、 玉 抱 き 三 叉 文、 鋸 歯 状 文、 胴 部 に

は結節縄文が認められる。口 径 30cm、現存高 24cmを測る。 5 .  ロ ー ト 状に外反する 深 鉢 形 土

器。結節縄文を地文 と し て鋸歯状文をその う え から施文する。 口 縁 部 に 小 突 起、 頸 部に橋 状 把

手を付加する。 6 .  く の字状に屈折する 深鉢 口 縁部。半歓竹管押 し 引 を主文様 と する。 7 .  

深鉢形 土器。口唇部に刻 み 目 を 巡らし、地文に縄文 を持 つ。 8 .  口 縁に 山 形 突起、 口 縁部

下 に 橋状把手をもつ 深鉢形土器。口 縁部文様は鋸歯状文を巡らし、 胴 部 下 に 結 節 縄文 と 鋸 歯 状

沈線を施文する。 9 .  内 湾した 口 縁部をもつ 深鉢形土器。全体を縄文が覆 い 、 内 湾 部 に 半 歓

竹管 に よる渦巻き 文 と 三叉文が施 される。 1 0 .  深鉢形土器。口 縁部に 山 形 小 突 起をも ち 、 胴

部 は へ ら 先状工具 に よ る 格子文を主文様 と す る。口 径 27cm、現存高 25cm を 測 る 。 1 1 お よ び 13-

20は、 い ずれも結節縄文を地文 と す る 深鉢形土器で あ る。 こ れらの中には地文の上 か ら沈 線に

よる三角 文、渦巻き文、三叉文を施したものも存在する。ま た 、 地 文の結節縄文は 条が単一方

向 に 走るもの と 縦位の羽状縄文 となる 2 者が認められる。 1 から20の土器中 1 1、 1 7 ば炉体土 器 と

し て 使用 され て いる。

以上の土器群 は縄文時代 中 期 初頭の五領 ケ 台式 に 比定 さ れ る。
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( 2 )  1 3号住居址 （ 第 1 0 • 1 1 図、 図版 1 )

（位濫 ） K※20 • 2 1 グ リッ ド に位置し、 10号住居址によって切られ る。

（ 形状・規 模 ） 西側は調査区外に伸 び るが、 最長径 4 m 8 0cm程の不 整 五 角 形を呈す る と 考 え

られ る。

（床面・壁 ） 壁は ほ ぼ直立し 、 壁高40cmを測る。床面は中央部が硬 く 、 周 囲に行 く ほ ど締ま り

が弱 し \ 0

（ 炉 ） 住居址の中央に設けられた埋甕炉であ る。炉の堀 り 込 み はlOO X 7 0cmの楕 円 形を呈 し 、

南半分に 3 つ の土器が埋設 され て いた。

（ そ の 他の 施 設 ） ピッ ト は 7 ケ 所で検 出 され 、 こ の内 ピ ッ ト 1 -5 が主 柱 穴 と 考 え られる。

直径30-50cmの円形乃 至楕 円 形を呈し 、 深 さ35-6 0cmを測 る。床面直上には炭化材、焼土が堆積

し 、 火災住居址 と 考 えられ る。

（ 出土遺物 ） 第10図が本住居址出土土器である。1、 4 、5 は埋甕炉とし て使用 され ていた。

1 . 口 縁部が内 湾す る 深鉢形土器で、 4 単位の山形突起をもつ。縦位の沈線を基 調 と し て い

るが、頸部 と 山形突起の真下にあた る 胴部には ジ グ ザ グの鋸歯状沈線が施 され る 。 口 径 29cm 、

現存高 23cmを測 る。 2 .  小型の深鉢形土器胴下半部。器面全体にRL縄文を転がす。底 径 1 0 . 7

cm、現存高 6.5cmを測 る。 3 .  内 湾す る 口 縁部をもつ 深鉢形土器。 口 唇 部に刻 みを巡らし 、 ロ

唇 内 面に三叉文を施す。外面は縄文を地文とし、 口 縁下に 3本の平 行 沈 線 と ド ー ナッツ 状 貼 付

文をもつ。口 径は約 32cm と 推定 され る。 4 .  内湾 口 縁を有す る 深鉢形土器。地文の結 節縄文

が全体を覆 い、その う え から半歓竹管によ る 連続弧状文 と 三 角 文が刻ま れ る 。頸 部 屈 曲 部 分を

境に 口 縁部は住居址覆土、胴部は炉体 と して使用 さ れ て いた。最大径 26 .5cm、 現存高22cmを測る。

5 .  円 筒状の胴 部をもつ 深鉢形土器胴部。上半をヘ ラ 先による 格子 目 文、 下半を平 行 沈 線 と

鋸歯状文によって施文する。

20cm 
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第10図 13号住居址 出土土器

- 1 4  -



も

� 

p1t4 

() 
呵

:

:

ヘ9
(J

`

屯
g

00
0 匹

言

四

ペつl？ 

ペ __,,· 

喜5

- · "-_) 

/も

333 .050m 
A ・ 一

I-
m-
IV
 

c · 一

ヽ. 4 りpぃit! ? 

/� 

— · B 

ー· D
請Al 翡翡駐籠土

1 · 一

3 · 一 ー· 4

5 . 一 - · 6 

゜

第 1 1図 1 3 号 住 居 址

- 1 5  -



(3 )  1 4号住居址 （ 第 1 2 • 13図、 図版 2 )

（ 位置 ） O • P ※30 • 31 グ リッ ドに位置する。

（形状 ・ 規模 ） 長軸5 m lOcm 、 短軸 4 m50cmの楕 円形プ ラ ンを呈する。長軸方向を主軸とする

と N - 14° - W を 指す。

（ 炉 ） 住居址 中 央よ り や や北側に位置する。石囲 い炉の西側に 土 器が埋 設 されてお り 、 当 初

は埋甕炉を使用して いたもの と 思 わ れる。炉石は15 X 30cm 程の礫を配するが 、 南北の石 は 抜 き

取られて いる。

（ そ の 他の 施設 ） ビッ ト は18 ケ 所 検 出 されているが、 主柱穴は判断しがた い。住居址南側に 2
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20cm 

第13図 14号住居址出土土器

m X  1 m 50cmの大 き な落 ち 込 み が 認 め られ た が 、使用 目 的 は不明である。

（ 出土遺物 ） 第13図 が本住居址出土 土器 である。
1 . 縄文を 地文とする深鉢形土器 。 2. 深鉢形土器 胴部。 胴部中 程に三角 形と逆 三 角 形を

組み合わ せ た 隆帯 区画 を も つ。 その 区 画 内 お よ び上下に ジ グ ザ グ 沈 線文を 施文する。 4. ロ

縁部に把 手 を も つ 深鉢形土器 。 口 縁部に竹管背面 に よ る押 し 引 文を 施 し 、 胴 部 に 縄文を 施文す

る。 こ の土 器 は炉体土 器 と し て使用 さ れ ていた。 3、 5は 浅 鉢 形土 器で あ る。 3 は 無文で あ る

が 、 5の 口 縁部に は 竹管の押 し 引 を王とする文様帯が存在する。

1 6号住居址 （ 第 14- 1 6 図 、 図版 2 )

（ 位 置 ） O • P※ 32• 33グリ ッ ド に位置 し 、西側がわ ずかに調査 区外に伸 びる。

（形状・規模 ） 長軸 お よそ 5m 50cm 、短軸 4m 50cmの楕円形を呈すると考え られ る。 長軸 を 主

軸とすると N - 70° - Wの方向を指す。

（ 床面・壁 ） 床面 は全体的に良 く 踏 み 固 め られ ている。 壁 は直壁に ち か く 、壁高約 50cm を測る。

（ 炉 ） 炉 は住居址 ほ ぼ中 央部に設 置 さ れ 、形態 は石囲い炉である。 炉石 は北側 を 除いて ほ と

ん ど がすでに抜 き 取 られ ていた。

（ そ の 他 の 施設 ） ピ ッ ト は 8 ケ 所確認 さ れ て お り 、 ピ ッ ト 1-- 3• 6 • 7が 主柱 穴 と 考 え ら

れ る。 柱穴 は直 径 30-- 50cmの円形乃至楕円形を呈 し 、 70 ,_, 8 0cmの深 さ を 測る。 ビ ッ ト 4 • 5 • 

8 は こ れ ら よ り大型の 掘り込みであるが 、断面 形態 は袋状 、 円筒状 、 皿状 とそれぞれ 異 な っ て

いる。

（ 出土遺物 ） 第15図 、第16図 が本住居址出土土器 である。 1. 深 鉢 形土器 胴 部 。 口 縁部 が

や や 内 湾する。 口 縁部に は隆帯に よ っ て楕 円 区画が巡 り 、 内 部 を 沈線に よ る三叉文、 渦 巻 き 文、

- 1 7 -
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第 15図 16号住居址出土土器 ( 1 )  
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20cm 

第16図 16号住居址出土土器 (2) 

楕円文で充填する。 胴部にはR L 縄文が施 さ れ る。 胴部最大径 27cm 、現存高 1 7cm を測る。 2. 

口 縁部 が内湾する深鉢形土器胴上部。 押 し引によ る刻 み を も つ 隆 帯に よ っ て 渦 巻 き 文や 三 角

形の 区 画 がな さ れ 、内部 を三叉文、平行沈線で埋 める。 3 . 1 ケ 所に山 形 突 起 を も つ深 鉢 形

土器。 口 縁部が内湾し、そ こに隆帯によ る楕円区画帯 を巡 ら す。 胴 部 は隆 帯 と 押 し引文に よ る

いわ ゆ る キ ャ タ ピラ文に よ っ て主文様が構成 さ れ る。 口 径 23cm 、現存高21cm を 測る。 4. ロ

縁部が内湾する深鉢形土器。 口 縁部文様帯には鋸歯状文、 弧状文、 押 し引文が 施 さ れ 、 胴 部に

は隆帯と キ ャ タ ビラ文によ る抽 象文が見 られ る。 5 . 口 縁部に山形突起 を 有する深鉢形土 器。

隆帯と半歓竹管によ っ て 縦 長の 区画 を設定し、内部 を平行沈線で埋 め る。 把手の内部 は空 洞 で 、

内側に 2つの貫通孔 が み み ず く 状にあいている。 口 径約 39cm 、器高 45cm を測る。 6 .  小型の

深鉢形土器胴下半部。 低い隆帯によ っ て横位の楕円区画がな さ れ内部 を 竹 管の 押 し引 文と ジ グ

ザ グ文で充填す る 。 底径 8 cm 、現存高 g cm を測る。 7. 深鉢形土器。 外面 全体 を 縄文が 覆 う 。

底径 1 0cm 、現存高 18cm を測る。 8 .  深鉢形土器胴部破片。 隆帯によ る楕円区 画内 を平 行 沈 線

で埋 め る。 下部 は縄文が施 さ れ る。 9 . 口 縁部が内湾する深鉢形土器。 口 縁部文様 帯 は沈 線

によ る横S 字文や 楕円区画と共に地文に縄文を も つ。 胴部 は輪 積 痕 が 残 さ れ 、 所 々に押 し引文

と隆帯に よ る毛虫状の文様帯が認 め られ る。 口 径 24cm 、器高 3 0cm を測る。 1 0. 円筒 形 の 深 鉢

形土器。 口 縁部に縄文を 転がした 低隆帯によ っ て弧状文と菱 形の 区画 を なし、 胴 部には押 し引

によ る動物状の抽象文 が施 さ れ る。 口 径 25cm 、器高 35.5cm を測る。 1 1 . 深 鉢 形 土 器 口 縁部 破

片。 口 縁部下 を 無文で残し、その下部 を 隆帯と半歓竹管 に よ っ て 区 画 する。 区 画内には鋸 歯状

文、玉抱 き 三叉文な ど が施 さ れ る。 1 2. 内湾する深鉢形土器 口 縁部。 隆 帯に よ る 三 角 区 画 が

巡り 、内部 を押 し引文と蛇行沈線で埋 める。 口 径 27cm 、現存高 7 cm を測る。 1 3 .  塊 形土 器。

口 縁部下 に 沈 線が巡る以外 は文様 はないが 、所 々 に 赤色塗彩 さ れ ていた 形 跡 が 残る。 口 径 1 3 . 5

cm 、器高 10 . 5cm を測る。 14. ほ ぼ完形の器台形土器。 脚部に 5 ケ の 円形 の 貫通孔 を 有 し、 脚

底面 は磨 り 減 っ ている。 器 台 部 の 直径 は約 21cmで器高 8 cm を測る。 以 上 の 土器 は縄文時代中 期

中 葉の藤内式に比定さ れ る。
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( 5 )  1 7号住居址 （ 第 1 7 • 18図、 図版 2 )

（位濫 ） P • Q ※34 • 35グ リ ッ ド に 位置す る。20号・1 18号方形周 溝 墓 に よ っ て 東側 、 北 側 の

ほ と ん ど が破壊 さ れ て い る。

（形状 ・ 規模 ） ピッ ト の配列からおよそ直径 6 cmの円形 プ ラ ンを呈する と 考 え られ る。

（床面 ・ 壁 ） 床面 ば炉 周 辺 が わ ず かに残存し 、 壁も住居址南で認められるのみで ある。

（ 炉 ） 長 さ 4 0cm程の石を5 個 使った 石囲 い埋甕炉で あ る。炉体 土 器は 深 鉢形土 器の胴 部 を使

用し て いる。
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第 17図 1 7 号 住 居 址
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2vcm 

第 18図 17号住居址 出 土土器

（ そ の 他 の 施 設 ） 柱穴 と 考 えられる ビット が炉を中 心に半 径 1 m - 1 m5 0cmの距 離で巡って

いる。柱穴は柱の立て替 えによる重複 が激し く 、掘 り 込 み上面に テ ラ ス を持 つ ものもあ るが、

基本的には直径5 0cm、深 さ 8 0cm程の ピッ ト と 考 えられる。

炉の西 と 北には 1 0号、 1 1号土拡が床面を切って構築 されて いる。

（ 出土遺物 ） 第 18図が本住居址 出 土土器である。

1 . 深鉢形土器胴部。石囲 い 埋甕炉の炉体土器 と して使用 されて いた。 ヘ ラ 状工 具 による 刻

みをもつ 隆帯によって区画をなし、その内 部を三叉状沈線で充填する。 2 . 蛇体装 飾を施し

た把手をもつ 深鉢形土器。いず れも井戸尻式に対比 される。

(6) 1 8号住居址 （ 第 1 9 • 20図、 図版 2 )

（ 位置 ） 第 4 次調査区北端に位置し、49号方形周 溝墓によって切られる。

（ 形状 ・ 規模） 遺構の切 り 合 い のため全体のプ ラ ン は明らかではな い が、 長 軸 7 m ほ ど の楕

円形をなす と 思 わ れる。

（床面 ・ 壁 ） 炉 周 辺の床面は良 く 踏 み締められて いる。壁は北側 と 南西 部 で 1 0cm程の立 ち 上

が り が認められたのみである。

（ 炉 ） 長 さ25-40cmの扁平な 礫を配した石囲 い炉である。炉の掘 り 方は長軸 1 m5 0cm、短軸 1

� 

. 0  
20cm 

第 19図 18号住居址 出土士器
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第20図 1 8号 住 居 址

m20 cm のす り 鉢状をなす。

（ そ の 他の 施 設 ） ピットは10 ケ 所で検出され、 ビット 1 、 4 、 6 ,...., 10 が柱穴と考 え られる。 柱

穴は単ーでは50 ,....,80 cmの ビットで深 さ約 80 cmを測る。

（ 出土遺物 ） 第1 9図 が本住居址出土土器である。

1 . 把手破片。ヘ ラ による沈線と切 り 込みによって人面を表現する。頭 部は渦 巻き文と三 叉
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文 が多 用 さ れ 、 右 目 は十文 字に切り込 ま れ る。 裏側 は欠損 している が 橋状 とな っ て内部 が 空 洞

であ っ た と思 われ る。

は縄文 が全体 を 覆 う 。

2. 深鉢胴部。 頸部に橋状把手がつ き 、 口 縁 部 を 無文 で残 す。 胴 部に

3. 胴部中程が く びれ 、 口 縁部が内曲 する深 鉢 形土器 。 胴 部 く びれ 部

を 無文 で残すがその上下 は断面 三角 形の 隆帯が縦方向に付加 さ れ る。 口 径 11cm 、 胴 部最大 径 17

cm 、器 高 17cm を測る。 4. 小型 の 浅鉢形土器 。 口 縁部が内側に屈 折し、 山 形の 小 突 起 を 2個

も つ。 口 縁部上部には三叉文 や円文 が沈線で描 かれ 、 口 縁 部 直 下に は三 叉状 沈 線が 巡る。 口 径

11cm 、底 径 1 cm 、器 高 6 cmを測る。 5. 深鉢胴下半部。 蛇行沈 線と押 し引 文 を 充 填 した 区 画

文 を施す。 6 . 深鉢胴 下半部。 刻 み を有する隆帯が胴部 を巡る。
5は藤内式 、 1- 4、 6 は井戸尻式に比定 さ れ る。

(7 )  1 9号住居址 （第2 1 • 22図、 図版 3 )

I 層 暗茶褐色土
II 層 暗褐色土
瓜 層 暗褐色土
IV層 暗褐色土
V 層 暗黄褐色土
VI層 焼土

333.450 111 A ·-

I ·  一

3 • 一

ー · B

ー · b C 、
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゜
N - 26 
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（ 位 置 ） N • O ※25 •  26グ リ ッ ドに位置し 、 12号住居址に よ っ て切られる 。

（ 形状・規模 ） 東半分が調査区外に伸 びるため全体 プ ラ ン は不 明で あ る が 、 半 径 7 m 程の 円

形をなすと推定 される 。

（床面・壁 ） 炉 周 辺部 が硬 く 踏 み 締められて いる が 、 壁 際 の締ま り は 弱 い 。 床 面 は壁 際 が テ

ラ ス 状に若干高 く な り 、 壁に連なる 。 壁は外方へ斜めに立 ち 上が り 、 40cm程の高 さを測る 。

（ 炉 ） 深 さ15cm程の浅 い地床炉である。

（ そ の 他 の 施設 ） 炉 よ り l m50cm程 南に埋甕が設置 されて いた。埋甕は深 鉢 で 、 口 縁 部 お よ び

胴下半部を欠 いている。

ピッ ト は 6 ケ 所で確認 されて いる 。 ピッ ト 1- 3 は掘 り 込 み が 浅 い が 、 こ れに対し ピッ ト 4

- 6 は50-60cm程のし っ か り とした掘 り 込 み をもつ。

（ 出土遺物 ） 第 22図 が本住居址 出 土 土器である。

1 . 深鉢形土器口 縁部 。 口 縁部 が屈 曲し 、 頸部 から上部 が急激に開 く 。口 縁部に耳状の突起を

有し 、 半歓竹管による羽状文が巡る 。 その下部は同ーエ具による 平行沈 線 を交 互に配 した 鋸 歯

状文が施 される 。 2 .  深鉢形士器。 胴部 は 円 筒状で口 縁部に向 か っ て外 反 する 。 半 歓 竹 管に

よる平行沈線に よ っ て 4 段の横位文様帯を作り 出 し 内 部を羽状 文 、 弧 状 文 、 縦 の平行沈 線で充

填したい わ ゆる集合沈線文土器である。現存高14.5cm、 底径 8.5cmを測る 。 3 .  深 鉢形 土 器胴

部 。 埋甕。 頸部に太い 隆帯を巡 ら し 、 全体に半歓竹管に よ っ て羽 状 文 や 平行沈 線 を施す 。 口 縁

部には鋸歯状沈線 が認められる。現存高 18cmを測 る。 4 .  深鉢形 土 器胴 下 半部 。 器面 を結 節

縄文が覆 う 。 底径 15cm、 現存高 8.5cmを測る 。 5 .  深鉢形 土器胴下半部 。 地文に縄文が 覆 い 、

その う え から竹管背面による弧状文な ど が描かれる 。 底径 13cm、 現存高 6 cmを測る。 6 . ロ

縁部 が緩やかに内 湾する 深鉢形土器。 口 縁部に橋状把手を付加 する。 口 縁 部 直下と橋 状 把 手の

部分に細 かい ク シ 状工具による細線文と鋸歯状文を施し 、 胴 上部に半 赦 竹 管に よ る Y字文を巡

らす。胴部 全体には結節縄文が施文される 。

以上の土器は縄文時代中期初頭の五領 ケ 台式に比定 される 。

20cm 

第 22図 19号住居址 出 土土器
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(8 )  20号住居址 （第23 • 24 図 ）

（ 位 置 ） N • O ※29 • 30グリッ ドに位置し 、 15号住居址によって切られる。
（ 形状 ・ 規模 ） 住居址東側 3 分の 1 が調査区外にあるため全 体 プ ラ ン は 明らかでは な いが 、

直径 7 m 程の円形を呈 する と 考 えられ る。

（ 床面 ・ 壁 ） 床面は全体的に踏 み 固められてお リ 、 ほぼ平坦である。壁は南側が 1 5 号住居址に
よって切 ら れるが、 残存部では30-SOcm位の立 ち 上が り をな す。
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（ 炉 ） 炉は住居 址 のほぽ 中 央にあ る と 推定 さ れ 、 直径 約 1 m の 不 整 円 形 の地床炉で あ る 。深

さ は床面から15cmを測 る。

（ そ の 他 の 施 設 ） ビッ ト は 14ケ 所で確認 さ れて い る が 、 主柱穴と考 え られ る ビッ ト 1 、 3 - 9

は炉を中 心に半径 2- 3 m の距離を巡 る 。 柱穴は 1 ケ 所に複 数 の 切 り 合 い が 認 め られ る ものも

あ り 、 何回かの柱の立て替 え が あ っ たと思 わ れ る 。 単一の 柱 穴 は5 0cm 前後 の 円形 ヒ°ッ ト で 、 深

さ 7 0-9 0cmを測 る。

（ 出土遺物 ） 1 . 深 鉢形土器。 口 縁部を無文帯と し 、 その下部全体を縄文が覆 う 。 2 . 波

状 口 縁の深鉢形 土器。突起 の下部に連鎖状隆帯が垂下 し 、 胴 部には三 叉 文 と 渦 巻 き 文をもつ 区

画と縄文が施 さ れ る 。 4 .  内 湾 口 縁部を有す る 土 器で 、 胴下半部に円 形 の 透かしの痕跡が 認

められ る。胴部を縄文が覆 う 。 7 .  円形 の 貫通孔を有す る 山 形突起をもつ 深 鉢 形 土 器。 胴 部

は全縄文で 、 突起部に玉抱き三叉文が表現 さ れ る。 8 .  山形突起をもつ 深 鉢 形 土 器。 頸 部 を

楕 円 区画帯が巡 り 、 胴部を縄文で覆 う 。 9 . 山形突起を有す る 深 鉢形土 器。胴 上部に隆 帯に

よ る 楕 円 区画帯が巡 り 、 四方に連鎖状 隆帯が垂下す る。胴部に指頭圧痕が残 る 。

以 上の土器は縄文時代中 期 中 葉の井戸尻式に比定 さ れ る。

5
 

20cm 

第 24図 2 0号住居址 出 土土器
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( 9 )  21 号住居址 （第25• 26図 ）

（ 位 置 ） Q• R ※ 35- 37グ リ ッ ドに位置し、 20号方形周 溝墓によ っ て切 られ る。

（ 形状 ・ 規模 ） ヒ° ッ ト の 配 置 か ら 直径 6m 程の 円形フ゜ラ ンを なす と 思 われ る が 、 詳 細 は不 明

である。

（ 床 面 ・ 壁 ） 遺構確認面 で既に床面 と壁が 削平 さ れ た状態で検出 さ れ た。

（ 炉 ） 既に炉上面 が無 く な っ ているが 、 埋甕炉であ っ た と 推定 さ れ る。 掘り 方 は直 径 1 m 程

で周 囲にテラ スを も つ。

（ そ の 他の 施設 ） ビ ッ ト は16ケ 所で確認 さ れ 、 柱穴 と 考 え ら れ る深 い掘り 込 み 部 が炉 を中 心

に半径 2- 3m の距離 で巡る。 柱 穴と考え られ る も の は ピ ッ ト 1 、 3- 8 で 、 い ずれ も 直 径 約

50cm 、 深 さ 50-8 0cm を 測る。

（ 出土遺物 ） 1 . 深鉢形土器 胴上部。 口 縁部 を 無文で残し、 頸に蛇 行 隆 帯に よ る 懸 垂文を 施

1 · - ― . 2 

3 . 一
― . 4 

。 2 M 

第25図 21号 住 居 址
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20cm 

第 26図 21号住居址 出土土器

し ている。 2 .  口 縁部が外方へ開 く 深鉢形土器。器面全体をき め の細 かい 撚 糸 文が覆 う 。胴

部 中 程 に 結節縄文が横走する。色調は赤褐色 で ある。口 径 30cm、 器高 35cmを測る。 3 .  2 よ

り や や大型の深鉢形土器。口 縁部 に 隆 帯 に よる 文様帯 、 胴部 に縄文が施 される。 口 径 39cm 、 器

高 45cmを測る。いず れも曽 利 II 式 に対比 されよ う 。

(10) 22号住居址 （第27 • 28図、 図版 3 )

（ 位 置 ） Q • R ※32 • 33グ リ ッ ド に 位置し 、 1 18号方形 周 溝 墓 に 切 ら れる。

（形状 ・ 規模 ） 住居址東半分が調査区外へ伸 びるが、 直 径 7 m 程 の 円 形 乃 至 楕 円 形を呈する

と 考 え ら れる。

（ 床面 ・ 壁 ） 床面は良 く 踏 み 固め ら れ てお り 、 ほぼ平坦 で あ る。壁の立 ち 上が り はな だ ら か

で、高 さ 50cmを測る。

（ 炉 ） 炉の形態は埋甕炉 で ある。掘 り 方は 9 0 X 1 1 0cmの不整楕 円 形を呈し 、 深 さ 20cmを測る。

（ そ の 他 の 施 設 ） ピッ ト は15ケ 所検 出 さ れ 、 こ の内 ビ ッ ト 3 • 8 •  9 ・ 1 2 • 1 3 •  1 5 が

主柱穴 と 考 え ら れる。柱穴は直径25- 4 0cmの小 ビ ッ ト で あるが、 深 さ は 1 0cm前 後 と 深い。

（ 出土遺物 ） 第 28図が本住居址 出 土土器で ある。

1 . 深鉢形土器。口 縁部 に 向 か っ て外反する。地文 に縄文をも ち 、 胴 部 に 隆帯 に よる Y 字状

文が垂下する。また胴部 に は沈線 に よる弧状文 や Y 字状文が地文の上か ら 描 か れる。 2 .  縄

文を施した堺状の鉢形土器。 3 . 全縄文を施した 深鉢形土器。 4 .  口 縁部が屈 曲 し 、 内 部

空洞の把手をもつ 山形突起を有する 深鉢形土器口 縁部。胴部 に は縄文が認 め ら れる。 5 .  炉

- 2 9 -
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第28図 22号住居址出土土器

に 使 用 さ れ ていた 深鉢形土器 。 口 縁部が肥厚し、外反する。 口 縁部 か ら 胴 部 を 地文の 縄文が 覆

い、胴部 に Y 字状隆帯 と 沈 線に よ る弧状文、楕 円 区画文な ど を 施す。 口 径 32cm 、 現 存高 20cm を

測る。 6. 器 台 形土器 。 半壊するが直径 17cm 、器高 4 cm を測る。

1、 5が五領 ケ 台 式 、 2- 4 、 6は井戸尻式 に対比 さ れ る。

(1 1 )  23号住居址 （ 第29 • 30図）

（ 位置 ） 22号住居址の北 Q • R ※ 33• 34 グ リ ッ ド に位置し、 118号方形周 溝墓 に 切 られ る。

（ 形状・規模 ） 壁が既 に 削平 さ れ ている た め 、全体の 形状・規模 は不明である。

（ 床面・壁 ） 床面 ば炉周 辺でわ ず か に 認 め られ 、壁 は削平 さ れ ている。

（ 炉 ） 長 さ 30- 50cmの礫 を 長方形 に配列した 石 囲い炉である。 炉の 1辺 は長辺 1m 、 短辺 8 0

cm を測る。

（ そ の 他の 施設 ） ビ ッ ト は10ケ 所 で確認 さ れ ているが 、 ビ ッ ト 6、 10以 外 は柱 穴 か ど う か 判 断

しが たい。 ヒ° ッ ト の 直径 は小 さ い も の で 50cm 、大 き い も ので 150cm を測る。

（ 出土遺物 ） 第29図 が 本住居址出土 土器 である。 口 縁部が く の字状 に 屈 曲 し、 4 単位の把 手 を

有する深鉢 形土器 である。 把手の内

部 は 空洞 で外側 に 2つ、 内 側 に 1 孔

を有する。 2つの把手の 頭部 に は動

物の顔面 が表現 さ れ てい る 。 井 戸 尻

式土器 に 比定 さ れ るが 、 22号住覆土

中の 同 時期土器 も 本住居か ら の 混 入 20,m 

と 推定 さ れ る。 第29図 23号住居址出土 土器
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(1 2) 24号住居址 （第3 1 • 32 図 、 図版 3 )

（ 位 置 ） R • S ※35 • 36 グ リッ ドに位置 し 、 2 0号 、 118号方形周 溝墓に切られ る 。

残存す る 南北の壁の距離 は 4 m 75cm を 測 る が 、 全体 プ ラ ン は 不 明 で あ る 。（ 舟��犬 • 月見t莫 ）

（ 床面 ・ 壁 ） 床面 は炉周辺が良 く 踏 み 固められてい る 。 壁 は住 居 址 南 北 で 15cm 程 の立 ち 上が

り が認め ら れ る のみ で あ る 。

（ 炉 ） 長 さ 30cm前後の礫 を 配 し た 石 囲 い 炉であ る 。 炉の掘 り 方は 直径 1 0cm程の円形プ ラ ン で 、

深 さ25cm を 測 る 。

（ そ の 他の 施設 ）

0 10cm 
, , r -―’ ’ ’  

ピッ ト は13ケ 所で検 出 された 。 柱穴と考えられ る 落 ち 込 み は ピッ ト 1 ・ 2 • 

4 •  5 •  1 4 •  12で 、 炉 を 中 心に1 m -1 m5 0 cmの距離

で 円形に巡 る 。 柱穴 は いず れも直 径5 0 cmの 円 形 ビッ ト

で深 さ 6 0-8 0cm を 測 る 。

（ 出土遺物 ） 第32図が本住 居 址 出 土 土 器で あ る 。 円

筒状の深鉢形土器胴下 半 部 で あ る 。 隆 帯に よって楕 円

形や長方形の区画 をな し 、 その内 部 を 押 し 引 文や 円 文 、

三叉文、 平行沈線な ど で 充 填す る 。 底 径 15cm 、 現 存 高

25cm を 測 る 。

第32図 24号住居址 出 土 土 器 中期 中葉の藤 内 式に対比 され る 。

(1 3) 25号住居址 （第33 • 34 図 ）

（ 位 置 ） K • L ※ 25 •  26 グ リッ ドに位置 し 、 25号 ・ 26号住居址に切られ る 。

（ 形状・規模 ） 遺構の切 り 合 いと調査区の関係 で全体の プ ラ ン は 不 明 で あ る が 、 残 存 部 の最

大径 は5 m30cm程 で あ る 。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床面 は わず かに残存す る 。 壁 はな だ ら かに立 ち 上が り 、 壁高35cm を 測 る 。

（ 炉 ） 炉 は調査区 内 で は 確認 されなかった 。

（ そ の 他 の 施設 ）

え ら れ る 。

ビッ ト は 8 ケ 所 で 確認 されてい る が 、 壁 際 を 巡 る ビッ ト 1 - 6 が柱 穴 と考

（ 出土遺物 ） 第34図が本住居址 出 土 土器であ る 。

1 透か し を 持つ 高台 付きの鉢形土器。 胴部が内湾 し 、 口 縁部 が広が る 。 胴 部 は 隆 帯によっ

て区画 され 、 内 部 を 三叉文や 渦巻文、 平行沈線で埋め る 。 高 台 の透か し は 曲 線 的 で 4 ケ 所に存

在 し た形跡があ る 。 2 . 内 湾 口 縁部 を 有す る 深鉢形土器。 口 縁部に双 孔 把 手 を も ち 、 口 縁 部

文様帯に は 隆帯に よ る 三角形と船底形の区画が巡 る 。 こ の区 画 内 と胴 部 隆 帯に沿って連 続の押

し 引 文が施 され 、 胴部に は縄文が施文され る 。 3 .  や や 屈折 し た 底部 を 持 つ 深 鉢形土器。 ロ

縁部に把手の形跡が認められ 、 胴部 を縄文が覆 う 。 4 .  山形突起 をもつ 深 鉢形土 器。 口 縁 部

に隆帯に よ る 楕 円 区画 を巡ら し 、 4 ケ 所に把手 を付加す る 。 区 画 内 は 平 行 沈 線 で 埋められ 、 胴

部 は縄文が施 され る 。 5 .  3と同様屈折底 をもつ 深鉢形土器。 胴部 は縄文が覆う 。 6 .  深

鉢胴下半部 。 隆帯とキ ャ タ ビ ラ 文によ る 抽 象文を施文す る 。

以上の土器はいず れも藤 内 式に対比 され る 。
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(14) 29号住居址 （第35 • 36 図 、 図版 2 )

（ 位 置 ） 調査区 南端の J ※ 2 • 3 グ リ ッ ドに位置する。

（形状・規模 ） 長軸 6 m 、 短軸 5 mの楕 円 形 を呈する。

（ 床面・壁 ） 床面 ば炉周 辺で認め ら れ 、 周 囲 は軟弱である。壁 は既 に ほ と ん ど 削 平 され 、 残存

部で高 さ 1 0cm程で ある。

（ 炉 ） 住居址 中 央 に 位置 し た 埋甕炉で ある。掘 り 方 は 90 X 75 - 25cmの楕 円 形で 、 炉 北 寄 り に

土器を埋設する。

（ そ の 他 の 施設 ） ピ ッ ト は 6 ケ 所で確認 された が 、 その配 列 は 散 在 的で あ る。 ビ ッ ト の大 き

ま ら つ き が ある。

5 

さも 25cm-60cm と i

"' 
I 

pz t 4 

◎ p i t S � `園

？□'"' 
◎ (Q) 1 · - � 

pi t 3  

p i t 2 

_,,,,. . 2 

"· 4 

|
 
•

 6
 329 . 180 m 

l · — 
ー•

6

一 . 2 

3 . 一 ― · 4 

。
第35図 2 9 号 住 居 址
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（ 出土遺物 ） 第 36図 が本住居址 出土土器 で 炉 体 土 器 と

し て 使用 さ れ て い た 土 器 で あ る 。 口 縁部 お よ び胴下半部

を 欠損 し て い る が 、 口 縁部方 向 に 外反 す る 器形 と 考 え ら

れ る 。 頸部 及 び 口 縁部 の 一部 に 隆帯 を 付加 し 、 器 面 全 体

に 縄 文 を 転 がす 。 地文 の 上 か ら 半歓竹管 に よ る 平行 沈 線

を 縦走 さ せ る 。 中期初頭 の 五領 ケ 台式 に 比定 さ れ る 。

2 .  土拡 と 出 土遺物

0 10< m 
•-· . ,  . 1 • . '  

第 36図 29号住居址 出 土土 器

土拡 は 調査 区北側 の 縄文 時代 の 住居址群 と 激 し く 切 り 合 い 関係 を も ち な が ら 集 中 し て 分 布 し 、

調査区南側 で は む し ろ 例外 的 な 存在 と な る 傾 向 を 示 し て い る 。

表 1 土 拡 一 覧

番号 位 置
形 態 規 模

拡底 時 期 備 考
平面図 断面形 長軸 短軸 深 さ

1 M※20 .2 1  不 整 円 形 鍋 底 状 240 200 65 平 坦 五領 ケ 台 式

2 L ※ 2  1 不 整 形 鍋 底 状 170 160 60 テ ラ ス 有 五領 ケ 台 式 3 土、 80土 と 重複

3 L . M※21  （ 楕 円 形 ） 皿 状 (300) 160 40 平 坦 五領 ケ 台 式 2 土、 4 土 と 重複

4 L ※ 2  1 楕 円 形 皿 状 130 100 50 平 坦 五領 ケ 台 式 3 土 と 重複

6 k ※ 1  5 楕 円 形 皿 状 140 100 ？ 平 坦 井 戸 尻 式

7 G ※ 6  不整楕 円 形 鍋 底 状 220 160 60 テ ラ ス 有

8 F ※ 6 楕 円 形 円 筒 状 140 60 80 丸 底

， E ※ 6 楕 円 形 皿 状 100 70 30 平 坦 井 戸 尻 式

10  P ※ 3 5 （ 円 形 ） 皿 状 ( 140) 25 平 坦 井 戸 尻 式 17住 と 重複

1 1  P ※ 3  5 楕 円 形 鍋 底 状 90 80 55 平 坦 井 戸 尻 式 17住 と 重複

12 N ※ 2  5 不 整 形 皿 状 270 120 15 平 坦 五領 ケ 台 式 12住 と 重複

13 R※35 .36 円 形 円 筒 状 95 95 86 平 坦 1 18周渦墓に切 ら れ る

1 4  R ※ 3  8 楕 円 形 鍋 底 状 125 100 50 平 坦 五領 ケ 台 式 19土 と 重複

16 Q※35 . 3 6  楕 円 形 皿 状 100 85 30 平 坦 曽 利 式

17  P ※ 3  5 不 明 皿 状 ？ ？ 1 0  平 坦 1 18周溝墓に切 ら れ る

1 8  Q ※ 3  6 円 形 皿 状 95 95 1 1  平 坦 猪 沢 式

19 R ※ 3  8 楕 円 形 皿 状 10 平 坦 五領 ケ 台 式 14土 と 重複

20 R ※ 3  8 楕 円 形 鍋 底 状 1 10 90 60 平 坦 井 戸 尻 式

21 R ※ 3  6 不 明 皿 状 ？ ？ 20 平 坦 五領 ケ 台 式 118周溝墓に切 ら れ る

22 Q. R※36.31 不 整 形 皿 状 ？ ？ 20 平 坦 2 1住 と 重複

23 R ※ 3  3 楕 円 形 鍋 底 状 (130) 80 50 平 坦 井 戸 尻 式
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番号 位 置
形 態 規 模

拡底 時 期 備 考
平面図 断面形 長軸 短軸 深 さ

25 R ※ 3 7 不 明 皿 状 ？ ？ 20 平 坦 2 1住 と 重複

26 Q※36. 3 7  （ 円 形 ） 皿 状 160 150 10 平 坦

27 Q ※ 3 7 円 形 皿 状 100 10  平 坦

28 Q ※ 3 8 楕 円 形 皿 状 100 65 18 平 坦 20周溝墓に切 ら れ る

29 Q ※ 3 8 円 形 円 筒 状 60 60 53 テ ラ ス 有

30 R ※ 3 8 円 形 円 筒 状 60 50 テ ラ ス 有

31  P ※ 3 3 楕 円 形 す り 鉢 状 220 180 60 平 坦 籐 内 式 34土 と 重複

32 P ※ 3 3 楕 円 形 す り 鉢 状 145 1 1 0  70 テ ラ ス 有 井 戸 尻 式 16住 と 重複

33 Q ※ 3 3 楕 円 形 皿 状 ( 120)  ( 100) 40 平 坦 井 戸 尻 式

34 P ※ 3 3 楕 円 形 皿 状 160 120 25 平 坦 五領 ケ 台 式 31土 と 重複

35 Q ※ 3 7 円 形 鍋 底 状 90 30 平 坦 25土 と 重複

36 Q ※ 3 7 不 明 皿 状 ？ ？ 20 平 坦 曽 利 皿 式 20周溝墓に切 ら れ る

37 S ※ 3 8 不 整 形 鍋 底 状 270 (200) 53 平
小 穴

坦
1 18住 と 重複

38 R . S※ 38 円 形 鍋 底 状 100 100 40 平 坦 曽 利 式

39 R ※ 3 9 楕 円 形 皿 状 115  100 22 テ ラ ス 有

40 Q. R ※33 （ 楕 円 形 ） 鍋 底 状 ？ 120 50 平 坦 22住 と 重複

41 Q ※ 3 4 不 整 円 形 す り 鉢 状 105 ( 105 ) 70 小 穴 1 藤 内 式

42 L ※ 2 7 楕 円 形 鍋 底 状 ( 160) 1 10 95 平 坦 藤 内 式 ク リ 、 ク ル ミ 出土

43 M ※ 2 7 楕 円 形 鍋 底 状 ？ 105 65 凹 凸 有 新 道 式 51土 と 重複

44 L ※ 2 7 不 明 鍋 底 状 ？ 100 60 平 坦 新 道 式 51土 と 重複

45 M ※ 2 8 楕 円 形 皿 状 85 70 10  ほぼ平坦

46 N ※ 2 8 不 整 円 形 皿 状 55 45 25 ほぼ平坦

47 N ※ 2 9 隅 丸五 角 形 鍋 底 状 120 100 48 平 坦

48 N ※ 2 9 楕 円 形 皿 状 170 120 30 [1J]や や凸 有 藤 内 式 81土 と 重複

49 N ※ 2 9 楕 円 形 袋 状 100 70 50 丸 底

50 N ※ 2 9 円 形 円 筒 状 60 60 80 テ ラ ス 有

51  M ※ 2 7 楕 円 形 130 100 55 テ ラ ス 有

52 0 ※ 3 0 円 形 鍋 底 状 65 65 40 小 穴 1

53 N ※ 3 0 不 整 形 皿 状 140 120 30 凹や や凸 有 54土 と 重複

54 N ※ 3 0 円 形 袋 状 50 50 40 丸 底

55 P ※ 3 2 楕 円 形 皿 状 140 130 36 平 坦 五領 ケ 台 式

56 P ※ 3 1 不整楕 円 形 皿 状 (200) 1 1 0  40 テ ラ ス 有

57 P ※ 3 1 不整楕 円 形 皿 状 170 130 15 平 坦

58 P ※ 3 2 不 整 形 皿 状 150 100 58 凹 凸 有 1 6住 と 重複
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番号 位 置 形 態 規 模
拡底 時 期 備 考

平面図 断面形 長軸 短軸 深 さ

59 0※3 1 . 3 2  楕 円 形 皿 状 90 85 45 平 坦 五領 ケ 台 式 69土 と 重複

60 0 ※ 3 2 方 形 皿 状 85 80 50 凹 凸 有 五領 ケ 台 式

61  Q ※ 3 2 楕 円 形 皿 状 ( 150) 85 35 平 坦 22住 と 重複

62 0 ※ 3 1 楕 円 形 鍋 底 状 ( 80) 75 45 平 坦 井 戸 尻 式

63 P ※ 3 1 楕 円 形 す り 鉢 状 60 50 27 丸 底 五領 ケ 台 式

64 P ※ 3 1 楕 円 形 皿 状 50 40 20 平 坦

65 S※ 3 5 . 3 6  不 整 形 皿 状 ？ ？ 45 五領 ケ 台 式 コ ナ ラ 属種子出土

66 0 ※ 3 1 不整楕 円 形 鍋 底 状 130 90 40 平, ,ヽ 珀,:;::;八
1 
1 

67 P ※ 3 2 楕 円 形 皿 状 1 1 0  75 40 小
テ ラ

穴
ス 有

1 1 6住 と 重複

68 0 ※ 3 1 三 角 形 皿 状 50 50 1 5  平 坦 新 道 式

69 0 ※ 3 1 楕 円 形 皿 状 170 1 10 40 テ ラ ス 有 井 戸 尻 式 59土 と 重複

70 0 ※ 3 1 楕 円 形 皿 状 90 75 24 ほぼ平坦

71  P ※ 3 2 不 整 円 形 皿 状 ？ 60 20 平 坦 16住 と 重複

72 N ※ 2 8 楕 円 形 鍋 底 状 150 130 50 平 坦 藤 内 式

73 N ※28-2 楕 円 形 鍋 底 状 215 145 60 平 坦 藤 内 式 83土 と 重複

74 L ※ 2 5 楕 円 形 鍋 底 状 ？ 1 60 55 平 坦 82土 に切 ら れ る

75 M ※ 2 5 円 形 円 筒 状 90 90 60 平 坦 78土 と 重複

77 L ※ 2 2 楕 円 形 皿 状 130 1 1 0  27 平 坦

78 M ※ 2 5 円 形 皿 状 60 60 20 平 坦 75土 と 重複

79 L ※ 2 1 円 形 皿 状 1 10 1 1 0  20 平 坦 80土 と 重複

80 L ※ 2 1 楕 円 形 円 筒 状 60 50 50 テ ラ ス 有

81 N ※ 2 9 楕 円 形 80 70 

82 L ※ 2 6 楕 円 形 皿 状 150 140 50 平 坦 藤 内 式 74土 と 重複

83 N ※ 2 9 （ 円 形 ） 平 坦 73土 と 重複

84 k ※ 2 1 楕 円 形 す り 鉢 状 135 100 40 テ ラ ス 有

85 k ※21-2, 楕 円 形 皿 状 1 1 5  90 10  平 坦 86土 と 重複

86 k ※ 2 2 楕 円 形 皿 状 90 65 20 平 坦

87 M ※ 2 6 円 形 皿 状 100 100 56 平 坦

88 M ※ 2 6 円 形 皿 状 1 10 1 1 0  38 平 坦 五領 ケ 台 式
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第43図 土拡 内 出 土土器 (2)

土拡 内 出土土器 （第42図、 43図）

1 . 10号土拡。頸部が く びれ、内 湾 口 縁部を有する 深鉢形土器。口 縁部は無文帯で、胴 部 を有

刻の隆帯に よって曲線 的に区画する。区画内は三叉文や 渦巻文で充填 さ れる。

2 • 4 - 6 .  31号土拡。 2 は波状 口縁の深鉢形土器で、胴上部に楕円 区画帯・胴下半部に縄文を

転がす。 4 は樽形の深鉢形土器である。 6 は胴下半部に楕円区画が巡 り 、胴部に沈線の文様を施す。

3 .  1 1号 土 拡。円 筒状の深鉢形土器。波状 口 縁部の頂部 よ り 連鎖状 隆 帯が垂下し、 4 単 位 の

文様帯に区切られる。蛇行する 隆帯が巡 り 沈線による三叉文や渦巻文な どが施 さ れる。

7 • 8 •  42号土拡。 7 は深鉢形土器底部で、隆帯 と 沈 線に よ る 文様が認められる。 8 は 円 筒

状の無文土器である。

9 .  62号土拡。深鉢胴下半部。ハ の字の刻 みをもつ隆帯が垂下し、地文に縄文が覆う。

10. 69号土拡。深鉢形土器胴下半部。隆帯による楕 円 区画が巡 り 、 内 部 を縦 位 の平行 沈 線で

埋める。

1 1 .  73号土拡。深鉢形 土 器。口 縁部に押し 引 文をもつ隆帯が巡 り 、胴部は平行する沈線によっ

て5 段に分かれる。

12. 49号土拡。地文に縄文を転がし、有刻の隆帯を口 縁部 と 胴部に施す。

13. 65号土 拡。屈 折した 口 縁部をもつ深鉢形土器。口 縁部に半裁竹管による押し引 文が巡 り 、

頸部から胴部にかけて結節縄文が地文 となる。

14. 69号土拡。頸部に く びれをもつ樽形の深鉢形土器。隆帯によって曲 線 的な 区 画 をな し、

内部を三叉文や平行沈線で充填する。
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3 . 集石遺構
( 1 ) 1 号集石 （ 第44 図 ）

（ 位置 ） J ※ 1 2グ リ ッ ドに位置 する。

（ 形状・規模 ） 8 5X 30cmの 長方形を 呈する。 拡底 は ほ ぼ平坦で 、確認面 か ら 1 5cm を測る。

（ 集石 ） 1 0cm前後の礫 が 拡内に隙間な く 詰 め られ ている。 時期 決定が 可 能 な 出土遺物 は 存 在

しない。

(2)  2 号集石 （ 第44図）

（ 位置 ） K ※ 1 1 グリ ッ ドに位置 する。

（ 形状 ・ 規模 ） 掘り込 みの形状 は楕円形で 140cm X 1 25cm を 測る。 拡 底 は鍋底状 を呈 する。

4
·
-

嗜-' / . ーニー 2

1 号集石

"' 23 1 . 200 m I · 一
3
 

―-
_
·

 
― . 2 

� 三

I · — 

． 3 

I 
23 1 . 200m . '  

． 4 

ーー· 2 I · 一

· 3 

2 号集石

― · 2 

4
 

ー・

― . 2 
l 層 暗褐色土
n 層 黒色土

。 l M  

第44図 集 石 遺 構
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（ 集石 ） 集石は上下 2 層 に分離される。 上層 は拳大の大きさの小礫が多く、下層には長 さ20cm

程の人頭大の礫が集められている。 1号集石同様に時期決定できる遺物は検 出されなかった。

4 .  そ の 他の遺物
( 1 ) 土製 円 盤 （ 第45 図 ）

第 4次調査で発見された土製 円盤は80点にのぼ るが、その内の有 文 の31点について第45 図 に

図示した。 直径 2. 5 cm- 5 cm の範囲に含 まれ、円形ないし楕 円形の形状をなす。 これらの土製 円

盤はすべて土器片再利用のもので、当初から土製 円盤として製 作 されたと考 え られ るものはな

い。 以下に出土 位置、直径、厚さを記述する。

1 ; 1 2住• 2. 5 cm • 1 cm、 2 ; 14住 • 4. 5 cm• 0.8cm、3 ; 1 5 住• 3. 5 cm• 0.9cm、 4 ; 17住 • 3.7cm ・

1 cm、 5 ; 20住• 3 cm •  0.9cm、 6 ; 20住• 5 cm• 0.9cm、 7 ; 20住 • 3 cm• 0.9cm、 8 ; 2 1 住 . 4 

cm ・ 1.3cm、 9 ; 2 1住 • 3. 5 cm ・ 1 cm、10 ; 21住 • 3. 5 cm • 0.9cm、1 1 ; 22住 • 3 cm • O.&m、12 ; 2冽主 ・

。 口 〗 � D,

。 ー ー
ロ 。

，
 

ー

(
＇

1
-

＼
 

.
t

 

D 2 7 

゜ 1 0cm 

5
 

ー

(
ー
|

|
ノ

第45 図 土 製 円 盤
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3 .8cm X 5 cm ・ 1 . 2cm 、 1 3 ; 24住 • 3cm ・ 1 cm 、 14 ; 25住 ・ 2 .8cm ・ 1 . 1 cm 、 1 5 ; 26住 • 3 cm • 0 . 8 cm 、

1 6 ; 1 2土拡 • 3 . 6cm • 0 .9cm 、 17 ; 1 6土拡 • 3.7cm ・ 1 . 2cm 、 18 ; 16土拡 • 4 .5cm・ 1 . 2cm 、 1 9 ; 23土拡・

3 .5cm • 0 .8cm 、 20 ; 65土拡 • 4.5 X 5 . 5cm• 1 cm 、 2 1 ; L ※ 25 グ リ ッ ド ・ 3 . 5cm • 0 .8cm 、22 ; 1 18周溝・

3 .6cm・ 1 cm 、 23 ; 表土・ 2.8cm • 0 .9cm 、 24 ; 表土 ・ 2 .6cm・ 1 . 2cm 、 25 ; 表土 • 4 .5cm X 5 .5cm・ 1 cm、

26 ; 表土 • 4. 2cm • 0 . 9cm 、 27 ; 表土 ・ 3 .5cm • 0.8cm 、 28 ; 表土・ 3 .5cm • 0 .  7 cm 、 29 ; 表土 • 4 cm ・

1 . 3cm 、 30 ; 表土 • 4 .5cm ・ 1 .3cm 、 3 1 ; 表土 ・ 3 X 3 .8cm • 0 .7cm 。

(2 ) 土 偶 （第46 図）

第4次調査 で出土 し た土偶 は 1 6点存在す る 。 こ れ ら の部位 は頭部 が 3 点 、 胴部が 10 点 、 脚部 が

2 点 、 不明 1 点 で あ る 。 1 は頭部 が平坦で 、 後頭部 に 2 つ の 貫 通 孔 が あ く 。 2 は 沈 線 と 刺 突 に

よ っ て顔面が表現 さ れ て い る が 、 目 と鼻 の 表現 は な い 。 3 は顔面が ほ ぼ平 坦 で 、 後 頭 部 が半球

状 と な る 。 4 は上部 か ら み る と 三角形 を な し 、 所 々 に 貫通孔 が あ く 。 部位不明 。 7 • 1 3 は両腕 を

広 げ た 胴上部 で胸部以外 は 扁平 と な る 。 1 0 は 隆帯 に よ る 正 中 線 が 表 現 さ れ 、 腹 部 と 脇 腹 の 部 分

に 沈線文様 を 施す 。 1 1 は や は り 正 中 線 を も ち 、 腹部 に対称弧刻文 を 陰刻す る 。 15 • 16 は臀部 が 張

り 出 し 強調 さ れ る 土偶 で 、 背面及び側 面 に 沈線文を施す 。

表 2 土 偶 一 覧

番号 出土位置 部位 内部 木芯痕 色 調 胎 土 焼成 幅(cm) 高(CT/I) 厚(cm)

1 1 0 住 pit - 2 頭 部 中 実 無 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 2 . 5 5 . 0 3. 5 

2 15 住 頭 部 中 実 無 暗 褐 色 砂粒含む 良 好 5 . 5 6 . 0 2 . 6 

3 16 住 頭 部 中 実 無 黄 褐 色 砂粒含む 良 好鬱 5 . 2 5 . 0 3 . 2 

4 16 住 不 明 中 実 無 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 3 . 8 2 . 9 2 .  9 

5 1 7 住 pit 9 胴 部 中 実 無 暗 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 2 . 5 4 . 8 2 . 6  

6 20 住 左 足 中 実 無 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 5 . 8 5 . 3 5 . 2 

7 2 1 住 胸 部 中 実 無 赤 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 3 . 2 2 . 6 1 . 5 

8 21 住 右胸部 中 実 無 暗 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 2 .  7 3 . 6 2 .  6 

， 24 住 右 足 中 実 無 褐暗 褐
色
色 砂粒、 雲母含む 良 好 3 . 7 3 . 0 2 .  1 

10  26 住 胴 部 中 実 無 薄茶褐 色 精選 さ れて い る 良 好 5 .  7 9 . 2 4. 5 

1 1  25 住 胴 部 中 実 無 暗 褐 色 砂粒含む 良 好 3 . 8 4 . 3 2 . 5 

12  2 号 周 溝 墓 胴 部 中 実 無 褐 色 砂粒、 雲母含む 良 好 2 . 4 2 . 9 2 .  7 

13 1 1 7 号 周 溝 墓 胸 部 中 実 無 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 4. 8 4 . 5 2 .  7 

14 3 1 土 左 手 中 実 有 暗 褐 色 砂粒、 雲母含む 良 好 4. 4 3 .  7 2 . 2 

15 83 土 胴 部 中 実 無 薄 褐 色 精選 さ れて い る 良 好 6.  1 6 . 6 4 . 6 

16 表 土 胴 部 中 実 無 褐 色 砂粒、 雲母含む 良 好 5. 0 8 . 0 4 . 0 
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(3 ) 石 器

表 3 遺構別 石器数量一覧表
（ ） は重量 g を表す

遺構 石鏃 打石斧 磨石斧 石匙 闘 石皿 多孔石 礫器 そ の他 石器総数

10住 18 1 5 24 
( 1000) ( 1920) (2920) 

1 1住 7 4 3 14  
( 500) ( 1650) (500) (2650) 

12住 2 33 1 1 34 5 1 77 
(2 .29) (6300) (370) (3 . 64)  ( 15750) (4250) ( 170) ( 26845 . 9 )  

14住 6 16  1 15 2 40 
(7 . 13)  ( 160) (72 . 65 )  (7750) (6300) ( 15729 .8)  

15住 3 8 1 6 18 

(2 .8 )  ( 1 100) (31 ) ( 1400) (2533 .8)  

16住 3 34 1 2 12  2 54 
( 1 . 3 )  (5130) (82 )  (8580) (600) ( 1439 . 3 )  

17住 2 1 1  4 1 1 19  
(2 .55) ( 1700) ( 1300) ( 1200) (340) (4542 . 6 )  

18住 1 15 1 13  1 4 35 
(0 .57)  (2100)  (500) (5730) (2280) (540) ( 1 1 1 50 . 6 )  

19住 ， 14 1 24 
(920) (6900) ( 1900) (9720) 

20住 2 13  1 1 17 
( 2 . 2 )  ( 1700) ( 5 )  ( 1 00) ( 1807 . 2 )  

2 1住 1 15 1 12  1 3 33 
(0 .73) ( 1900) (440) (5800) ( 1500) (600) ( 10240 .8)  

22住 5 23 1 16 1 2 1 49 
(5 . 6 )  (3 100) (290) (9900) (2600) (5750) ( 130) (2 1775 . 6 )  

23住 12 1 2 1 1  26 
(700) (76) (5850) 

24住 2 1 1  1 1 6 1 1 23 
(2 . 6 )  ( 1400) (40) ( 10)  (2900) ( 1700) ( 100) (6152 . 6 )  

25住 19  2 2 1  1 2 45 
(2050) (60) ( 10550) (800) (2 10)  ( 13670) 

26住 1 6 2 1 10 
(0 . 5 )  (6 10)  (900) ( 100) ( 16 10 . 5 )  

27住 1 1 
(40) (40) 

29住 1 1 2 
(20) (800) (820) 

31住 3 1 
( 100) (620) (720) 

1 土 2 2 
( 150) ( 150) 

2 土 1 1 
( 20) (20) 

3 土 2 2 
( 100) ( 100) 

12土 3 3 
(250) ( 250) 

15土 1 1 
(60) (60)  

1 6土 1 I 
(450) (450) 

17土 1 1 1 3 
(0 . 3 )  ( 8 )  (80) (88 . 3 )  

18土 1 I 
(500) (500) 

- 5 1 -



遺構 石鏃 打石斧 磨石斧 石匙 闘 石皿 多孔石 礫器 そ の他 石器総数

23土 1 2 1 
( 0 . 9) (80) ( 1 950) (2030. ) 

28土 1 1 
( 150) ( 150) 

30土 2 2 
(70) (70) 

3 1土 5 1 1 1 8 
(540) (24) (700) (200) ( 1464) 

32土 1 3 4 
( 100) (2640) ( 2740) 

33土 2 2 
( 190) ( 190) 

34土 1 1 
(60) ( 60) 

35土 3 
( 1510) ( 15 10) 

38土 1 1 2 
(60) (310) (370) 

4 1土 1 1 
( 1 60) ( 160) 

42土 8 7 1 16 
( 1070) (2880) (4710) (8660) 

43土 1 1 2 
( 1 760) (2420) (4180) 

44土 2 1 3 
( 1 40) (3340) (3480) 

46土 1 1 
( 100) ( 1 00) 

47土 1 1 2 
( 100) ( 1 200) ( 1300) 

53土 1 1 
(400) (400) 

56土 1 1 
(40) (40) 

59土 1 1 2 
(80) (570) (650) 

6 1土 1 1 
(60) (60) 

62土 1 2 3 
(70) (800) (870) 

65土 3 5 1 1 1 0  
(3 . 4) ( 500) ( 500) ( 1780) ( 2783 . 3) 

69土 6 4 10  
(540) (2860) (3400) 

70土 1 1 2 
( 1 . 1 ) ( 1830) ( 1831 . 1 )  

71土 1 1 
(230) (230) 

73土 2 1 3 
(80) (7030 ) (7 1 10 ) 

74土 2 2 
( 100) ( 100) 

80土 1 1 
(660) (660) 

82土 1 1 2 
(540) ( 1800) (2340) 

83土 1 1 
( 130) ( 130) 

87土 1 1 2 
(40) (820) (860) 
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

1 . 住居址 と 出土遺物
( 1 ) 1 号住居址 （ 第47 • 48図、 図版 5 )

（ 位置 ） 調査区南側の E • F※ 1 • 2 グリッドに 位置する。

（ 形状 ・規模 ） 長軸 5 m 90cm 、短軸4m 80cm の隅丸 長方形を呈する。 主軸方向はN - 106° - W

を指す。

（床面・壁 ） 床面は非常 に堅緻な貼床で、ほ ぼ平坦である。 周辺の削平が著し く 、壁 高 は確認

面からわ ずか 1 0 cm程 にす ぎない。

（ 炉 ） 住居址中央部よりやや奥壁 （西側）に扁して存在する。 90cmX50cmの楕 円形を呈し 、 ほ

ぼ 中央 部分を粘土によって枕状に盛 り上げ、その西側を粘土で貼 り平坦面を作 る。 炉 東側半分

は浅い掘り込みとなり、焼土が堆積している。 炉の奥壁側には、直 径25cm 程 の小 ヒ°ットをもつ

がこれも炉 に付属した施設である可能性が高 い 。

（ そ の 他の 施設 ） 本住居址は、床面直上には炭化材、焼土等が堆積し、焼失家屋であったと考

え られる。

ピットは 9 ケ 所検出されているが、その内 ピット 1 -4が主柱 穴 、 5 は貯蔵穴 、 6 は梯 子受

け等の入 口 部施設の痕 跡と考え られる。 柱穴は、直径25cm程 の円形 プ ラ ンを呈し、深 さ40cm-60

cmとしっかりとした掘り込みである。 ピッ ト 5 は60

cmX40cm程 の不整楕 円形を呈し、深 さ35cm を測る。

ビット 5 内には焼土層 が認め られるが、これは家屋

焼失時の ものと判断 される。 ピッ ト 5• 6 のまわ りに

は、幅50cm程 の土堤状の盛 り上がりが半円状に巡る。

ピット 6 は住居址東側中央 部に 位置し、60 cm X 40cm 

の楕 円形 プ ラ ンを呈する。 深 さは床面より30cm を測

るが、最深 部が西側に扁していることから、入 口 部

からの梯 子を受けるため の ピットと推定される。

（ 出土遺物 ） ビット5内から打製石斧 が検 出され

たのみで、土器などの出土遺物はない。

b ·  一

b ·  一

ー ・ a

329 .288m - · a 

I 層 .'I\褐色土 4 層 赤褐色帖土
2 層 焼土 5 層 暗黄褐色土
3 層 黄褐色土 6 層 黒褐色土

0 1 M  

第47図 1 号住居址炉

( 2 )  2 号住居址 （第49図）

（ 位置 ） 調査区西側の C ※ 9 グリッドに位置する。

（ 形状 ・ 規 模 ） 長軸4m l Ocm 、短軸およそ4m 程の楕 円形 プ ラ ンを呈する。 主軸方向は、N -

31° - w 。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床面は堅緻な貼床である。 壁は西側がすでに削 平されていたが、他 の 部分では2

0cm程の立ち上が り が検出された。
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第48図 1 号 住 居 址

- 5 4  -



ヽ
，ヽ ，ヽ

，I
,
 

‘ ,
 
‘、‘‘

 
ーーー ー

I

I

I
 

＇
 

/
1

 

ー

A
 

3
 

b - 0- a  

｀ ， ー` 
＼ 

ヽ

／
 

ご . 4 
8 

1
 .
 2 

El 
D - 9  

3 330 .800m ― · 4 

A · 一
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炉址

1 層 暗褐色土 カ ー ポ ン を 含 む
II 層 黒褐色土
III 層 暗褐色土 ＋ 黄褐色土
IV洒 黒褐色土

b 330. 500m l 層 焼土
�

a 2 層 暗黄褐色土

。 1 M  。 2 M  

第49図 2 号 住 居 址

（ 炉 ） 住居址は 、 ほぼ中央部に位置 する。50cm X 40cmの不整楕 円 形 を 呈 し 、 深 さ約10cm と 浅い。

炉上層には焼土 が堆積する。

（ そ の 他 の 施設 ） ピッ ト は 、 住 居 東側で 3 ケ 所検 出 され ている が 、 西 側 で は 削 平のため確認

でき な か っ た。

（ 出土遺物 ） な し。
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( 3 )  3 号住居址 （第50図、 図版 5 )

（ 位置 ） 調査区西側の B ※14 グ リ ッ ドに位置する 。

（形状 ・ 規 模 ） 長軸 3 m 5 0cm 、 短軸 3 m lOcm の 隅丸方形を呈する 。 主軸方向 は 、 N - 34° - W 。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床面は堅緻な 貼床でや や 凹 凸をも つ 。 壁はほぼ垂直に立 ち 上が り 、 壁高約25cmを

測る 。

（ 炉 ） 炉は粘 土 貼 り で、 住居址中央よ り 奥壁側に扁して存在する 。 直径45cm程の不整 円 形を呈

し 、 深 さ15cmを測る 。 炉上面は粘 土が敷かれ 、 平坦面をつ く り だしている 。

（ そ の 他 の 施設 ） ピ ッ ト は 5 ケ 所 検 出 された が 、 ピ ッ ト 1 - 4 は主柱穴 、 ピ ッ ト 5 は 貯 蔵 穴

と 考 え られる 。 柱穴は、 いず れ も 直 径 15cm程 の 円形を呈し 、 深 さは2 0cm-25cmを測る 。 ピ ッ ト 5

は40cm X 30cmの楕 円 形を呈し 、 深 さ30cmを測る 。 ビ ッ ト 5 の 周 囲には、 幅 4 0cm程 の 土堤状の盛 り

上が りが半 円 状に巡る 。

（ 出土遺物 ） な し 。
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I i 

゜
I () 

I 

d 
'\._\ ―. 4 I ◎ p1t 3 

p i t  4 :i · - (( ◎ 

1 1 - · B I Q 炭C 
A ·- 1 1 

ー•
D

ー · 2

A 
331 . 500 m ． ．  ー ・ B

I 層 暗茶褐色土
n 層 暗褐色土 ＋ 黒褐色土 カ ー ポ ン 含 む
m 層 暗褐色土

33 1 . 600m 
1 · - ー . 2 

3 . 一 一 · 4

゜ 2 M  
第5 0図 3 号 住 居 址
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( 4 )  4 号住居址 （第51 • 52図）

（ 位置 ） 1号住居址の西側 、 D ※ 2 グ リ ッ ド に 位置する。

（形状 ・ 規模 ） 壁が全て削平 されてお り 、 形状 ・ 規模 に つ いては不 明である。

（床面・壁 ） 幅 l m 、 長 さ 3 m ほ どの範囲 に 貼床部分の残 存が認 め ら れ た だ け で 、 壁 ・ 炉そ

の他の施設は 確認 されなか っ た。

（ 出土遺物 ） 第 5 2図が

本住居址出 土土器である。

1 . 小 型 手 捏 土 器。

外面 に ヘ ラ 削 り を残す。

口 径 7 cm、 器高 4 cm。

2 .  平縁の壺 形 土 器 口

縁部。外面 に ハ ケ 目 調 整

痕を若 干 残す。 3 .  

素縁の甕形土器胴部。 内

外面に ハ ケ 目調整を行なっ

ている。口 径およ び 胴 部

最大径部が ほ ぼ同 じ く 15

cmを測 り 、 頸部は ゆ る や

か に く びれる。現存高11

cm。 l l
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第51図 4 号 住 居 址

□ 口 ／
 ゜ 20cm 

第52図 4 号住居址 出 土 土器

(5)  5 号住居址 （第53図、 図版 5 )

（ 位 置 ） G • H ※12 • 13グ リ ッ ド に位置 し 、 6 号住居址東側 に 存在する。

（形状 ・ 規模） 長軸約 4 m 8 0cm、 短軸約 4 m 2 0cmの楕 円 形を呈する。主軸方向 は N - 38° - E 

である。

（床面 ・ 壁 ） 南壁がすで に 削 平 されて いるが残存部分では壁高約2 0cmを測る。床面は 、 堅緻な

貼床である。

（ 炉 ） 住居址 中 央よ り 若干奥壁寄 り に 位置する 。 5 0cm X 4 0cm程の不整形を呈する地床炉で、 深

- 5 7 -
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第53図 5 号 住 居 址

さ15cmの皿状の掘 り 込 みをなす。

（ そ の 他 の 施設 ） ビッ ト は 8 ケ 所検 出 された。 こ の う ち ビッ ト 1,.._, 4 は主 柱 穴 と考 え られ、

直径 2 0cm、深 さ15cm-30cmを測る。住居址南 東の コ ー ナ ー には、 直 径 6 0 cmほ ど の 円 形 ビッ ト

( pit 5 ) が存在するが、本来は こ の周 囲を土堤状の盛 り 上が りが巡っていたものと推 定 される。

入 口 部施設と考 えられるもの は 検 出 さ れ なかった。

（ 出土遺物 ） 北壁部よ り 甕形 土器が出 土している。

(6) 6 号住居址 （第54 図 ）

（ 位置 ） 5 号住居址西側 F ※13グ リ ッ ドに存在する。

（ 形状 ・ 規模 ） 南側 3 分の1が削平されている が、長軸約 4 m5 0cm、短軸 3 m 8 0cmの楕 円 形 プ

ラ ン を呈すると思 わ れる。主軸方向は N- 5 ° - E である。

- 5 8 -
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第54図 6 号 住 居 址

（ 床面 ・ 壁 ） 壁は南側が削 平されているが北側の 最も高 い個 所で25cm を測る。床面は堅 緻 な

貼床である。

（ 炉 ） 住居址中央 部より奥壁寄りに 扁して存在する。1 0 0 cm X 50 cm の 長 方 形 を呈し、深 さ1 5cm

程 の 凹 部をもつ。炉 の南側半分に は最上部に粘土を貼 り平坦面をな している。粘 土 は赤 色 に 熱

変しており、この 部分を燃焼 部としていたことが う かがえ る。

（ そ の 他の 施設 ） 住居址北側に は、焼土と炭化材 な どが床 面直 上に 堆 積 し てお り、焼失家屋

と考 え られる。

ビットは、北側の 2ケ 所のみが検出され、直径25cm、深 さ40 cm を測る。

（ 出土遺物 ） な し。

- 5 9 -
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(7 )  7 号住居址 （第55-57図、 図版 5 )

（ 位濫 ） 調査区西側 の B • C ※ 1 1 ・ 12 グリッ ド に位置

する。

（ 形状 ・ 規模 ） 長軸 5 m 60cm、短軸4 m60cm の隅 丸 の

長方形 を呈す る。北東コ ー ナ 一 部分 の張り出しが若 干 弱

い。主軸方向はN - 35° - W である。

（床面 ・ 壁 ） 壁は直壁で、壁 高 北側の最 高 部で50cm 、

南側 で15cm を測る。壁面は堅緻 な 貼床である。掘り方 は

床 下全体におよ び、凹 凸 が激しい。貼床 部から掘り方 ま

での厚 さは厚 いところ で20cm を測る。

（ 炉 ） 住居址中央 よ り奥壁寄 りに位置する。長さ85cm、

幅80cmの瓢形 を呈し、中央には小礫を 2 個使って、枕状

に配置している。この石より北側には粘土が貼 られ、平

坦面をなす 。小礫南側 は直 径50cmの浅い掘り込みとな る。

（ そ の 他 の 施設 ） ピットは 5 ケ所確認されたが 、 ピッ

ト 1 - 4 は各 々 2 つの掘り込みがみられ、柱の建て替 え

が行なわ れたものと思 わ れる。 ピット 5 は、45cm X 35cm 

の楕 円 形 ピットで貯蔵穴と考 え られる。この周囲には幅

b
 

b
 

a 

d i 

- a 

d i 
- · a 

ご、て竺合亨プ
―

1 層 赤色粘土 熱変 し て い る
2 層 焼土
m層 暗黄褐色土゜ 1 M  

第56図 7号住居址炉

30cm程 の土堤状の盛 り上 が りが巡る。

東壁と南西 コ ー ナ ー 付近に焼土と炭化 物が床面直上に認められ、焼 失家屋と考 え られる。南

西 コ ー ナ ー では家屋に葺かれたカ ヤ 状の植物炭化物が面的に検 出 され、 この上に焼 土 が 薄 く堆

積していた。炭化材上層 の焼土については、消火時に投下 された土が焼土化 したものと推定さ

れる。

（ 出土遺物 ） 第57図 が本住居址 出土遺物である。

1 は素縁の甕形土器口 縁 部である。頸 部は屈折し、口 縁 部が 広 が る。外面には縦方 向のハ ケ

目 痕 が 残 り、内面には頸 部にハ ケ 目 が認められる。 口 径23cm、現存 高 7 cmを測る。

2 は、貼床下部から出土した磨製石鏃である。先端部は欠 損しているが 、 無 茎 で基 部付 近 に

1 孔 を穿 つ。厚 さが 3.5mmと薄いが両面にわずかに稜をもつほか製作時の擦痕が残存している。

石材は粘板岩製で、器幅2 cm、推定 長 5 cmを測る。

／
＼
 

2
 ゜ 1 0cm c.::=5..� 5 cs 

第57図 7号住居址 出土土器及び磨製石鏃
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(8 )  8 号住居址 （第58 • 59図、 図版 6 )

（ 位 置 ） L • M ※ 1 6• 17グ リ ッ ドに位置する。

（形状・規模 ） 長軸 4 m30cm、短軸 3 m80cmの楕 円形を呈する。主軸方向 はほぼ南北を指す。

床面下には、 8 号住居址よ り 一周 り 小 さい31号住居址 が存 在 する が、 こ れ は 同 一 居 住 者による

住居の拡復 と 考 え ら れる。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床面は、堅緻な 貼床で ある。壁は ほぼ直壁で、壁高約 21cmを測る。

（ 炉 ） 住居址中央部よ り 北東に扁 して存在する。形態 は地床 炉で あ る が、 炉 の 東側 を弧 状に

浅 い掘 り 込 み が巡 る。

（ そ の 他 の 施設 ） ビッ ト は 7 ケ 所検 出 さ れた が 、 ピッ ト 1 - 4 は主柱穴 、 ビッ ト 6 は 貯 蔵 穴 、

(") "' n 
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第 58図 8 号住居址
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ピ ッ ト 5 は入 口 部施設に関 わ る もの と 考 え ら れ る。柱穴 は 直

径 2 0cm-30cmの楕 円形及 び 円形で、 深 さ は2 0cm-5 0cmを測 る。

ピ ッ ト 1 が ピ ッ ト 4 よ り 北側に寄 っ て い る のは 、 ヒ° ッ ト 6 の

貯蔵施設 と の関係 と 思 わ れ る。 ピ ッ ト 6 は8 0cm X 45cmの楕 円

形を呈 し 、 こ の周 り に土堤状の盛 り 上が り が半 円 状に巡 る。

本住居址は、 覆土堆積状況か ら 火災住居 と 考 え ら れ る。

（ 出土遺物 ） 第 59図が本住居址伴 出 土器であ る。

台付甕形土器の胴部であ る が 、 口 縁部およ び底部 、 脚部 を

欠損 し て い る。外面は全体を ハ ケ 目 が覆 い 、 胴下半部で ヘ ラ

削 り 痕 が認め ら れ る。内面は整形時の指頭痕が残 り 、 輪積痕

が存在す る。現存高 14cm 、 胴部最大径 17 . 5cmを測 る。

゜ 10cm 

第 59図 8 号住居址 出 土 土器

(9) 9 号住居址 （第60 • 6 1 図、 図版 6 )

（位置 ） 遺跡東方 8 号住居址の北側に位置 し K • L ※ 18 • 1 9 グ リ ッ ドに存在す る。

（ 形状・規模 ） 長軸 4 m 8 0cm 、 短軸 4 mの楕 円形を呈す る。主軸方向 は N - 5 ° - E を指す。

（ 床面・壁 ） 床 面は堅緻 な 貼床であ る。壁はほぼ直壁で、 壁高は2 0cm を 測 る。

（炉） 住居址 中 央 よ り や や北に扁 し て 存在す る。上面に粘 土を貼 り 、 平坦面をつ く り 出 す。

（ そ の 他の 施設 ） ピ ッ ト は 5 ケ 所で認め ら れ た。 ビ ッ ト 1 - 4 は主柱穴 と 考 え ら れ 、 直 径 2 0cm

-30cmの円形を呈 し 、 深 さ 5 0cm-65cmを測 る。 ピ ッ ト 2 のみ テ ラ ス を有す る。ピ ッ ト 5 は南東 コ ー

ナ ー に位置 し 、 直径5 0cm程の不整 円形を呈 し 、 深 さ は25cm程であ る。 ヒ° ッ ト 5 の北側には幅30 cm

の土堤状の盛 り 上が り が弧 状に走 る。

床面直上には、 焼 土 、 炭化材が住居址全体に堆積 し てお り 、 火災住居 と 考 え ら れ る。

（ 出土遺物 ） 第 6 0図が本住居址 出土士器であ る。

1 . 平縁の壺形土器口 縁部。外面およ び内面口 縁部に赤色塗彩 さ れ 、 器面に は ハ ケ 目 調 整 の

後非常に細か い ミ ガ キ が施 さ れ る。口 径 21 . 5cm 、 現存高 13.5cmを測 る 。 2 . 壺形土 器胴 下 半

部。外面にハ ケ 目 調整 がな さ れ 、 底部には籾圧痕 が認め ら れ る。 3 .  小 型 の壺形土 器で 、 ロ

縁部を欠 く 。器面にハ ケ 目 が残 る。現存高 1 1 .5cm 、 胴部最大径 13. 5cm を 測 る 。 4 .  台 付 甕 脚

部。内 外面にハ ケ 目 調整 が な さ れ る。

�� ·>l" ,-J� 憂

゜

2
 

20cm 

第6 0図 9 号住居址出 土土器
4
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第 6 1 図 9 号 住 居 址

(1 0) 1 0号住居址 （第62 • 63図、 図版 6 )

（ 位置 ） K ※ 20 •  2 1 グ リ ッ ド に 位置 し 、 住居址西半分 は調査区外へ伸 び る 。

（ 形状 ・ 規模 ） 長軸約 5 m の 楕 円 形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 主軸方向 は N - 1 5° - W を 指 す 。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床面 は 堅緻 な 貼床 で ほ ぼ平坦 で あ る 。 壁高 は40cm で や や 斜 め に 立 ち 上 が る 。

（ 炉 ） 住居址平面形 が不明 の た め 全体 に お け る 炉 の 位置 関 係 は 明 ら か で は な い が 、 柱 穴 の 位

置 か ら 判断 し て 住居址中央 よ り や や 東 に 設置 さ れ て い る よ う で あ る 。 炉 形 態 は 上 面 に 粘 土 を 敷

く も の で 、 直径 35cm程 の 不整 円 形 を 呈 す る 。

（ そ の 他 の 施設 ） ピ ッ ト は 5 ケ 所 で 検 出 さ れ た 。 ピ ッ ト 1 ・ 2 は柱穴 、 ピ ッ ト 4 は貯蔵穴 、 ピ ッ

- 6 4 -



ト 5 は入 口施設に伴 う もの と 考 えられる。 ピッ ト は25-35cmの楕 円 形 フ゜ ラ ンを呈し、深 さ45-6 0

cmを測る。 ヒ°ッ ト 4 の周 囲には幅6 0cm程の土堤状の盛 り 上が りが半 円 状に巡る。

（ 出土遺物 ） 第 63図が本住居址伴 出 土器で、 全 てが台付甕形土器破 片 で あ る。 1 . 素 縁 の

甕形 土器胴上半。頸部がゆる やかに く びれ、 口 径に比 べ て 胴 部 最大径が や や大きい。外面に粗

4ー
A · 一

I · 一
C) - b 

Q P,t 2 ー ・ 2

a ー

I I C I 

� 
＼ 
3 

334 .400 m  
A · 一 ― · B 

333 . 1 5 0 m  ] · 一 ― . 2 

。 2 M  

第62図 1 0 号 住 居 址

I 層 暗褐色士 黄褐色士を含む
D 層 暗褐色土
Ill 層 黒褐色土
IV層 黒褐色土 カ ー ポ ン ・ 黄色粒子を含む
V 層 暗褐色士
VI層 茶渇色土

゜ 1 0cm 

塚桑菱2:1�-虚亨ざfa «3 

第63図 10号住居址 出 土 土 器
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い ハ ケ 目 、 口 縁 内面にや や細かい ハ ケ 目によ る 調整が な され る。口 径14.3cm、現存高11cmを測 る。

3 - 5 は甕形土器口 縁部であ る が、 3 • 5 は素縁、 4 は 口 唇に刻 み 目 をもつ。 2 は 台 付 甕 脚 部、

6 • 7 は甕形土器肩部、 8 • 9 は胴下半部 と 考 え ら れ い ずれも外面にハ ケ によ る 調 整 が認 め ら

れ る。

(1 1) 1 1 号住居址 （ 第64 • 65図、 図版 6 )

（ 位置 ） K • L ※25-27グ リ ッ ドに位置し、北東 コ ー ナ ー が調査区外へ伸 び る。25号住居址 と
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第64図 11号 住 居 址

- 6 6  -



重複する。

（ 形状・規模 ） 長軸 5 m

40cm 、 短軸 4m 5 0cmの 楕 円

形 プ ラ ン を呈 し 、 住居址北 ） 
西部 が調査区外と な る 。 主

軸方向 は 、 N - 20° - W で O 

あ る 。

（床面 ・ 壁 ） 床面 は堅い

ー＼
10cm 

第65図 11号住居址 出土土器

貼床が全体 を 覆い、 平坦 で あ る。 壁 は ほ ぼ直立 し 、 壁高は 25- 35cm を測る 。

（ 炉 ） 住居址中 央 よ り や や北東に偏して位置 す る 。 炉形態 は単純な 地床炉で 、 40cm X 60cmの 楕

円 形 を呈す る 。 炉上面に焼土が薄 く 堆積する。

（ そ の 他の 施設 ） ヒ° ッ ト は 5 ケ 所 で検出 さ れ た 。 こ の内、 ビ ッ ト 1- 3は 主 柱 穴 と 考 え ら れ 、

直径 30-5 0cmの 円 形の掘り込 みと な る 。 ピ ッ ト 4は住居址 南 東 コ ー ナ ー に設 置 さ れ た 貯 蔵 穴 と

考 え られ 、 60X 40cmの楕 円 形 プラ ン を呈す。 こ の北側には 士堤状の盛り上がり部 が存 在す る 。 住

居址南 側中央部には入 口の梯子受 け と考 え られ る ピ ッ ト 5 が設 け ら れ る 。 こ の ピ ッ ト は住居外

側に向 け て60度の角 度 で 掘り込 ま れ ている こ と か ら 、 当 時の住居外の生活面 は 現在 よ り お よ そ 1

0 0cm程高か っ た も の と 推定 さ れ る 。

（ 出土遺物 ） 第65図 が本住居址出土土器 である。

1' 壺 形土器肩部 。 内面 に ハ ケ 目 お よ び輪積痕が残る。 2, 壺形土器 胴 下 部 。 胴 下 半 部 に

最大径部 を も ち 、 わ ずかに稜 を も っ て 屈 折 する。 胴部最大径 23.5cm 、 現 存高 12cm を測る 。

(1 2) 1 5号住居址 （ 第66•67図、 図版 7 )

（ 位置 ） N • O ※ 27 • 28 グ リ ッ ドに位置 し 、 20号住居址 を切 る 。

（ 形状 ・ 規模 ） 長軸 5 m60cm 、 短軸 4m 8 0cmの隅丸長方形 を呈す る 。 主軸方向 は 、 N � 5 ° ― 

W であ る 。

（床面 · 壁 ） 床面 は 堅緻 な 貼床 で 、 ほ ぼ平坦 である。 壁高は 30-40cm で や や斜 めに立 ち 上が る 。

（ 炉 ） 炉 は住居中 央 よ り や や 北側に偏 し て 存在 し た と思 われ る が 、 こ の 部分に 後 世の 攪 乱 が

はいり検 出 さ れ な か っ た 。

（ そ の 他 の 施設 ） ビ ッ ト は 7 ケ 所確認 さ れ た 。 こ の内 ピ ッ ト 1- 4が主柱穴 、 5 が貯蔵穴 、 6

が入 口 施設 に伴 う ビ ッ ト と 考 え られ る。 ビ ッ ト 5 の北側には土 堤状の 盛り上 が り 部 が 弧状に認

め られ る。 ビ ッ ト 4 • 6 は こ の盛り上 がり部 を 切 っ て掘り込 ま れ る。

床面 直上に焼土 、 カ ー ボ ン を 多 く 含 む 暗褐色土 層 が薄 く 堆 積する こ と か ら 、 火 災住居址 の 可

能性 も あ ろ う 。

（ 出土遺物 ） 第67図 が 本住居址伴出土器であ る。

1 . 甕形土器 口 縁部 。 口 唇に刻 み を 巡 ら し 、 外面にハ ケ 目 を 斜方向に施す 。 2.  甕 形土器

口 縁部 。 素縁で 口 縁部 が わ ずかに肥厚する。 頸部 く びれ は ゆ る や か で 、 胴 部 が 口 径に比 べ て 若
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第 67図 15号住居址 出土土器

干大き く なるもの と 思 わ れる。 3 .  小型壺形土器。口 縁部 と 底部を欠 損 する。外面には ハ ケ

目 の上からヘ ラ 削 り の調整 が な さ れる。最大径 g cm、 現存高 8.5cmを測る。

(1 3) 26号住居址 （ 第 68,..._,7 1 図 、

図版 7 )
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第68図 26号住居址焼土及 び炭化材分布 図

（ 位 置 ） K •  L ※23 • 24 グ リッ

ド に 位 置 する。主軸方 向 は ほ ぽ 南

北を指す。

（ 形 状・規 模 ） 長 軸 5 m 7 0cm 、

短軸 4 m 5 0cmの楕 円形を呈する。

（ 床 面・壁 ） 床面は堅緻 な 貼 床

である。壁は ほ ぼ 直壁に ち か く 、

'®-" 
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第69図 26号住居址炉
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第 71図 26号住居址 出 土 土器

壁高30,...,.,5 0cmを測る。

（ 炉 ） 炉は住居址 中 央よ り 北側に偏 して設置 されて いる。形態 は 7 号 住 居 址 と 同 じ く 、 燃焼

部を粘 土で固め平坦面を造 り 、 南側に小礫を枕状に配する。大き さは1辺45cm程の四 角 形に近

い。

（ そ の 他 の施設） ピッ ト は 9 つ 確認 されて いるが、 ピッ ト 1 、 3 -5 が主柱穴 、 7が貯蔵穴 、

8 が梯子受け と 考 えられる。 ビッ ト 6 、 9 につ いては用途 不 明で あ る。柱 穴 は 直 径 2 0cm程の 円

形が多 いが、 5 のみは扁 平 となる。深 さは30cm前後を測る。 ピッ ト 7 は直径8 0cmの円形 ピッ ト で

深 さは2 0cm と 浅 い。 ピッ ト 8 は35cm X 25cmの楕 円形 ビッ ト でその掘 り 込 み は 住 居 址 外 側に向 っ

て65度の角 度で立 ち 上がる。ー木を利用 した梯子 と する と 、 当 時の生活面 は 確認面よ り 約 1 m 

程高 く な り 、 2 0 0 0年近 い 間に地表面がかな り 削平 されてきた こ と が窺 える。

床面直上には焼 土 と 炭化材が全面に堆積する こ と から、 火災住居址 と 考 えられる。

（ 出土遺物 ） 第71図が本住居址 出 土 土器である。

1 . 壺形土器口 縁部。口 縁はわずかに折 り 返 し をもち 内 外面にハ ケ 目 調 整がな されて い る。

2 . 甕形土器口 縁部。素縁で頸部にハ ケ 目が縦方向に認められる。 3 . 甕形土器口 縁 部。

素縁で、 口 縁からハ ケ 目 調整 される。 4 . 甕形土器口 縁部。素縁で 、 内 外面にハ ケ 目が施 さ

れる。内面のハ ケ 目 は外面に比べ細か い。 5 •  6 .  素縁の甕形土器口 縁部。 7 . 壺形土 器

口 縁部。外面はハ ケ 目が縦走 し 、 内面には結節の細か い縄文が口 縁部に施 される。

04) 27号住居址 （第33 • 72 図 ）

（ 位 置 ） K ※25グリッドに位 置 し 、 25号 住 居 址 と 重複す

る。大半が調査区外に存在する。

（ 形状・規模 ） 長軸 5 m 程の楕 円形をなす と 思 われるが 、

詳細は不 明である。

（床面 ・ 壁 ） 南側の残存部で貼床が若千確認 されて いる。

0 10cm 

第 72図 27号住居址 出 土 土器
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壁高は4 0cm程を測る 。

（ 炉 ） 確認 されて いな い 。

（ そ の 他の 施 設 ） ピッ ト は 2 ケ 所 確認 され 、 ビッ ト 1 が住 穴 、 2 が貯蔵穴 と 考 え られる 。 ビッ

ト 2 の北側 に は土堤状の盛 り 上が り が認められる 。

床面直上に 焼土 と 炭化材 が堆積し 、 火災住居址 と 考 え ら れる 。

（ 出土遺物 ） 第72図が本住居址 出 土 土器である 。 壺形土器の頸部で、 口 縁 お よ び胴 部 以下を欠

損する 。 口 縁 内 面 に 結節縄文、肩部外 面 に ボ タ ン状貼付文 と 縄文を施す 。

(1 5) 28号住居址 （ 第73図）

（位置 ） P ※30 グ リ ッ ド に 位 置

し 、 大半が調査区 外 に 伸 びる 。

（ 形状・規模） 南北 3 m 7 0cmを

二
I ·  一 334 . 000m 一. 2 

。 2 M  

測 り 、 コ ー ナ 一 部分が隅丸 と なる。

（床面・壁 ） 床面は 貼 床 で 、 壁

高約4 0cmを測る 。

（ 炉 ） 確認 されていない 。

（ そ の 他 の 施設 ） 調査範 囲 が 壁

際 に 限られる こ と から 、 ピッ ト

等は確認 されなった 。

（ 出土遺物 ） な し 。

第 73図 28号住居址

(1 6) 30号住居址 （ 第74 図 、 図版 7 )
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（ 位 置 ） M ※ 24• 25 グリッドに 位置し、1 2号住居址と若干重複する。

（形状・規 模 ） 1 辺3 m 程 の 隅丸方形を呈する小型住居址である。主軸方向は N - 14° - W で

ある。

（床面・壁 ） 床面は堅緻な貼床で、壁高は20 cmを測る。

（ 炉 ） 住居址中央部よりや や北東 に 位置する。50 cmX25cm の楕 円形を呈した地床炉である。

（ そ の 他 の 施設 ） ビットは 5 本確認されている。 ピット 1 、 2 は位置 的 に柱穴と考 え られ るが、

これ に対応する西側の ピットは確認できなかった 。 ピット 5 は住居址 南東 コ ー ナ ー に 位 置し、

深さ20 cm程 の 浅い掘り込みである。

（ 出土遺物 ） なし。

(17) 3 1 号住居址 （第75 図 、 図版 6 )
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第75図 3 1 号 住 居 址
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（ 位置 ） K • L ※16 • 1 7 グ リッドに位置する。 8 号住居址の拡張以前の住居 と 考 え ら れる。

（形状 ・ 規模 ） 8 号住居址よ り ひ と ま わ り 小 さ く 、 3 m 8 0cm X 3 m 4 0cmの楕 円 形を呈する。

（ 床面 ・ 壁 ） 床面は貼床で、壁高は 8 号住居址床面ま で 1 0cmを測る。掘 り 方は床下全体を覆 い、

凹 凸 が激 し い。

（ 炉 ） 住居址 中 央よ り 北 東に位置 し、形態は地床炉である。1 辺5 0cm余 り の不整四角形を呈する。

（ そ の 他 の 施 設 ） ビッ ト は 9 ケ 所検 出 さ れたが、 こ の中には 8 号住居址から掘 り 抜か れたもの

も存在する。本住居址柱穴は ピッ ト 1 - 4 と 考 えられ、深 さ 2 0-30cmを測る。 ピッ ト 5 は貯蔵穴

と 考 えられ、 こ の北側を幅30cm程の土堤状の盛 り 上 が り が巡る。

（ 出土遺物 ） な し。

2 .  方形周 溝墓
今回の調査で 確認 され た 方形周 溝墓は 4 基 で こ の内 2 0号、 49号方 形 周 溝 墓 は 第 1 次調査にお

いて調査 さ れ たものである。 し た が っ て こ こ では新 たに発見 された 1 17号、 1 18号方形 周 溝 墓につ

いて記述する。

( 1 ) 1 1 7号方形周 溝墓 （第 76 • 77図 、 図版 9 )

（ 位置 ） 調査区北西のA • B ※16 • 17 グ リ ッ ドに位置する。

（ 形状 ・ 規模 ） 調査区で確認 さ れて いる部分は ご く 僅かで全体の 形状・規模は不 明で あ る 。 確

認 さ れた部分は長 さ 5 m 4 0cm、幅 2 mの周 溝で周 溝墓 コ ー ナ ー と 考 えられる。

（ 溝底 • 立 ち 上が り ） 溝底はほぼ平坦をな し、や や湾曲 したな だらかな立 ち 上が り をな す。溝

の深 さは5 0cmを測る。

溝 内 の堆積 土 層は5 層に分けられ、 レ ン ズ状に 自 然堆積する。

（ 出土遺物 ） 第77図 1 、2が溝内から出 土 して いる。 1 は溝底部の2 0cm程上から壺形 土 器が 横 た

わ っ た状態で出 土 し て いる。

壺 1 の大き さ は高 さ 43.5cm、 口 径23.5cm、胴部最大径31 .5cm、底 径 7 cmを測る。 口 縁 部 形 態 は

331 . 600 m I ·  一

0 2 M  
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第76図 1 1 7 号 方 形 周 溝 墓
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折返し 口 縁 で外側 に 指頭圧痕が認め ら れ る。胴部の最大部分 は 胴 部 中 程 で、 頸部 か ら 口 縁部 に

かけて朝顔状 に 開 く 。器面は刷 毛 に よ っ て調整 し た 後 ヘ ラ ミ ガ キ が 施 される。 内 面 は 口 縁 部 に

ヘ ラ ミ ガ キ、胴部下半部 に刷毛が残 り 、底部 に は焼成後の穿 孔 が 行な わ れて い る。弥生時代後

期 末の所産 と 考えられる。

(2 )  1 1 8号方形周溝塞 （ 第77 • 78図 、 図版 9 )

（ 位 置 ） Q • R ※33 • 34グリッ ド に 位置する。 こ の北側 に は2 0号、 49号方形周 溝 墓 が 存 在 し て

い る。

（ 形状 ・ 規模 ） 周 溝西側 と 北側 が 確認 され た が、溝は更 に 調査区東へ と 続 く 。西 側 溝の長 さ は

約 9 m で、南西 コ ー ナ ー が プ リッジ とな る。溝の幅は1 m -1 m 6 0cmを 測る。

（ 溝底 • 立 ち 上が り ） 溝底は コ ー ナ ー 付近で浅 く な る 傾 向 をもち、最深部 で 約 1 m を 測る。溝

の立 が り は内 面 が直壁 に 近 く 、外側 がな だらか となる。

溝 内 の土層は いず れも レ ン ズ状をな し 自 然堆積 と 考 えられる。

（ 出土遺物 ） 南西 コ ー ナ ー の溝 内 よ り 小型の壺形土器が 出 土 し て いる （第77図 3 ) 。

壺の大き さは高 さ12cm、 口 径10cm、最大径10 .5cm、底径5 cm を 測る。 口 縁 部 は平縁 で、 肩 部

に ポ タ ン 状貼付文が付加 される。器面は上半 が刷毛調整 され、胴下半 に ヘ ラ 削 り を 施す。

゜ 20cm 

第 77図 1 1 7号 ・ 1 18号方形周 溝墓 内 出 土土器
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第78図 1 1 8号 方 形 周 溝 墓
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3 .  溝状遺構

( 1 ) 1 号溝 （第79図）

遺跡南 東 の K • L ※ 5 - 1 2 グ リ ッ ド に 位置する。 溝 の

幅 は l m 程 で南北方向 に 約 30 m の 長 さ で伸 びて いる。 付

近 の 削平 が著 し く 溝 が南北 に ど の よ う に 伸 び て い た も の

か 不 明 で あるが 、 何 ケ 所 か で溝 が分岐 し 遺跡東側 の 斜面

に 伸 びる形跡 が認 め られ た。 確認面 か ら の溝 の 深 さ は30

cm程 であるが 、 住居址梯子受 け の 角 度 か ら 推定 し た と お

り当 時 の生活面 が l m 程削平 さ れ た と する と 構築 時 に は

し っ かり と し た溝 であ っ た と 考 え られ る。 覆土中 の 出土

遺物 は弥生時代後期 後 葉 の も の であるが 、 こ の 溝 が 住 居

址群 を 隔 てる境界 であ っ た の か 、 ある い はある時期 の墓

域 と 居住区 を分離する機能 を持 っ て い た も の か は不明 で

ある。

(2 )  2 号溝 （ 第 5 図 ）
M ,_, O ※ 27,-.., 30 グ リ ッ ド に 位置する。 南北方 向 に 幅 1

m 50cm の 浅 い溝 が 1 5 m に わ た っ て の びる。 溝 の 深 さ は1 0

cm程 で覆土中 に遺物 は含 ま れ て いない。 覆土の 性質 か ら

弥生時 代 の溝 と 考 え られ るが 、 そ の 機能 に つ い て は不 明

である。

4 .  掘立柱建物遺構

1 号掘立柱建物遺構 （第80 図 、 図版 7 )

7 号住 居址東 2 m 50cm の距離 に 位置する。 主軸 はN -

30° - w の 方向で 、 ほ ぼ 7 号住居址 と 一 致 す る。 規模 は

2 間 （約 3 m60cm ) X 1 間 （約 3 m ) の 建物 で ある。 柱

穴間 の距離 は東列 C P 4 ...... P s) で 2 m • 1 m 70cm 、 西 列
C P 1.-... P 3 ) で 1 m 90cm ・ 1 m 70cm 、 北列 2 m 80cm 、 南 列

3 m を測る。 柱 穴 はい ずれ も 直径50cm程 の 円形ビ ッ ト で
深 さ 50cm前 後 を 測る。

遺物 は ビ ッ ト 5 覆土か ら 弥生時代後期 の土器 片が出土

し て い る。

D
 

8 M  

A 330 . 000 m • 一

六ミニニニア
-· B 

C 
330 . 150m · - - · D 

� 

I 層 茸褐色土
Il 層 暗褐色土

E悶戸戸
m 層 暗褐色士 ＋ 黄褐色土

。 2 M  

第 79図 1 号 溝
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第80図 1 号掘立柱建物遺構

5 .  竪穴状遺構

1 号竪穴（第 5 図）

（ 位置 ） D • E ※15 グ リ ッ ドに位置す る。

I "' 

2 M  

（ 形状・規模 ） 遺構の大半が調査区外に伸 び る た め 全体の形状は不 明であ る。 南側 コ ー ナ ー は

隅丸 を呈し、東西 3 m 35cmを測 る。

（ 床面・壁 ） 立 ち 上が り 中段にテ ラ ス をもち 階段状の断面 をなす。壁高 は テ ラ ス ま で約 30cm、

底面ま で80cm前後を 測 る。床面はや や軟弱であ る。

（ 出土遺物 ） なし。

調査範囲が狭 く 遺構の性格は 明 ら かにできな いが覆土の特徴か ら弥生時代の遺構と考 え ら れ

る。
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第IV章 第 5 次 調 査

第 1 節 遺構検 出状況

第5次調査の調査範囲は第4次調査の北側に連続する1 0 m X450 m の区域で、 遺跡を載せ る台

地の北辺に沿っている。調査区全体を A区北側およ びB区、 C 区、 D 区、 E 区、 F区に便宜的に

区分けしたが、この内 遺構の検出されたのはA区、 B区、D 区、 E 区の 4 区である。 C 区にもか

つて遺構の存在した可能性があるが、第1 次調査以前 に 1 m 以上の削 平を受けている事実が明

らかにされている。 今 回 の調査で検出された遺構は縄文時代の住居址 9 軒 、土拡 1 1 5基 、 埋甕

4 基、 ピット群3 基、弥生時代の方形周溝墓1 7基 （内 1 0 基は過去確認済 ） 、平安時代の住居 址2

軒である。

縄文時代の遺構は第4次調査区の北側及び北西にかけて集中し、 B区の中程 以西 には ほ とん

ど存在しな い。したがって、該期の集落はA区北側から B区東 側の遺跡北 東 部分に展 開 したこ

とが窺 え る。集 落規模は直径約 1 60 m におよぶと推定 される。

弥生時代の遺構はA 区南に集落が存在していたのに対し、遺跡北側では方形周構墓だけが展

開し居住区と墓域が意識的に分離されていたことが窺 え る。

平安時代の住居址は E 区に存在している。

以上の他に先土器時代の石器が一点縄文時代の土拡 に混入して検 出 されたが、同時代の遺構

は発見されな かった。

第 2 節 縄文時代 の遺構

1 . 住居址
表 4 縄文時代住居址一覧表

住居番号
プ ラ ン

炉 柱穴 施 設 時 代位置 形 規模 (cm)
32住 1 1 . 1 2 ※ 5. 6 （ 円形 ） （直径620) 石囲い炉 7 縄文時代中期

33住 9. 1 0 ※ 4. 5 不 整 円 形 6 2 0 X 5 8 0  地 床 炉 12 貯 蔵 穴 1 縄文時代中期

（ フ ラ ス コ 状）

34住 1 3 . 1 4 ※ 8. 9 円 形 直 径 6 8 0 埋 甕 炉 12 貯 蔵 穴 1 縄文時代前期

（ 袋 状 ）

35住 1 2 ※ 7 円 形 直 径 4 8 0 不 明 不明 縄文時代中期

36住 R. S※48 .49  楕 円 形 短 軸 6 8 0 不 明 16 縄文時代中期

37住 T ※ 4 6 . 4 7  楕 円 形 短 軸 石囲い炉 12 縄文時代中期

- 7 9 -

そ の他

藤内式

藤内式

貯蔵穴底部よ り 有孔

鍔付土器出土

十三菩提式

貯蔵穴 よ り 完形

土器出土

藤内式

藤内式
袋状土坑 1
井戸尻式



住居番号 位置
プ ラ ン

柱穴 時 代
形 規模 (cm )

炉 施 設 そ の 他

38住 S . T ※ 42 . 4 3  （ 円 形 ） （直径600) 埋 甕 炉 1 1  縄文時代前期 十三菩提式

41住 S . T ※ 4 1 . 4 2  （ 円 形 ） （直径600) 埋 甕 炉 10 縄文時代前期 十三菩提式

42住 T ※ 4 3 . 4 4 （楕円形） 長 軸 7 0 0 不 明 1 1  縄文時代中期 五領 ケ 台式

ー

ー
内側 は縄文時代、 外側は弥生時代の遺構

0 20m 
I , I 

A
 

区

第8 1 図 A 区北側及 び B 区造構配 置 図

0 20m 
I , I 

1 24号周溝硲

第82図 D 区 • E 区遺構配 置 図
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第 8 6 図 3 4 号 住 居 址 出 土 土 器

1 • 6 炉体土器 。

7 • 1 0 床面直上 出 土 。

8 貯蔵穴 内 出土。

2 - 5 、 9 ・ 10 覆土 内 出 土 。

- 8 5 -



/ B 

� 

3
 

@ � 

'<' 

4
 

l
 

、．
‘‘

 ，
 

，
 

，
 9

/

 

,‘
 ,’
/

 
／

／
 

0 /／‘'，’‘’ヽ

1 層 焼土 ＋ 暗褐色土
Il 層 黒褐色土
m 層 暗褐色土
rv層 暗黄褐色土

A 334 . 500m ー - B

335. l OO m 
) · 一

ー ・ 2

3 . 一 - · 4 

5 · 一
—. . 6 

゜
第87図 3 6号 住 居 址

- 8 6  -







も
＼
入 ｀ ー ＼

ー
ー
ー
ー
'
‘

 

，

 

ーー
ーー‘, 
‘,

 ーー
／
 ／

 ／
 ／

 
／
 

／
 

／
 

／
 ／

 -――
 
――

 
一

＼ 
8 

I . 一ー . 2

l · 一 — . 3 

4 . 一 ―· 5 

8 . 一

。
第90図 4 1号 住 居 址

- 8 9 -



5·
-

|
 
•

 6
 

。

3·

-
3
3
4 .
1
0
0

m
 

I
.

I
 

|
 
•

 2
 

ー
•

4

□
 

ー •
4

.
2
 

＼
 

第 91 図 4 2号 住 居 址

- 9 0 -



2 .  土 拡

表 5 土 拡 覧 表

番号 位置
形 態 規 模

拡底 時期 備 考
平面形 断面形 長軸 短軸 深 さ

89 10※ 4 円 形 フ ラ ス コ 状 45 45 80 平 坦 五領ケ 台式 33号住 と 重複

90 12※ 6 （不整円形） す り 鉢 状 120 ？ 35 小 穴 1 曽 利 式 32号住 と 重複

91 6 ※ 5  楕 円 形 皿 状 ( 130) 100 30 平 坦 五領 ケ 台式

92 3 ※ 1  楕 円 形 皿 状 125 95 27 平 坦 曽 利 式

93 3 ※ 1  不 明 皿 状 125 ？ 30 平 坦 井 戸 尻 式

94 2 ※ 1  楕 円 形 鍋 底 状 105 90 60 テ ラ ス 有 新 道 式

95 2 ※ 1  （長方形） 不 明 ？ 100 65 凹 凸 有 五領ケ 台式

96 8 ※ 4  楕 円 形 皿 状 70 50 ？ 平 坦

97 6 ※ 3  円 形 鍋 底 状 1 15 103 平 坦 新 道 式

98 P ※49 楕 円 形 袋 状 150 130 105 テ ラ ス 有 五領 ケ台式 99土 と 重複

99 P ※49 不 整 形 皿 状 ？ 120 60 小
テ ラ

穴
ス 有

1 五領 ケ 台式 98土、 100土 と 重複

100 P ※49 楕 円 形 鍋 底 状 ？ 120 60 平 坦 曽 利 式

101  S ※45 楕 円 形 鍋 底 状 105 80 60 平 坦 井 戸 尻 式

102 S ※45 楕 円 形 袋 状 120 100 130 平 坦 藤 内 式

103 S ※45 楕 円 形 皿 状 160 1 1 0  45 平 坦 五領ケ 台式 105土 と 重複

104 S ※45 . 46 楕 円 形 鍋 底 状 ( 1 10)  80 40 平 坦 十三菩提式

105 S ※45 楕 円 形 円 筒 状 130 1 1 0  90 小
テ ラ

穴
ス 有

2 五領 ケ 台式 106、 1 03土 と 重複

106 S ※45 （楕円形） 皿 状 130 80 55 小 穴 1 五領ケ 台式 105土 と 重複

1 07 S ※44 円 形 円 筒 状 60 60 70 平 坦 五領 ケ 台式

108 S ※44 不 整 形 不 整 形 130 80 66 小
プ ラ

穴
ス 有

1 五領 ケ 台式

109 S ※44 楕 円 形 鍋 底 状 110  80 50 平 坦 十三菩提式

1 1 0  S ※44 楕 円 形 鍋 底 状 90 80 40 平 坦 十三菩提式

1 1 1  $ . T ※ 4 4  楕 円 形 す り 鉢 状 170 100 44 平 坦 五領ケ 台式

112  T ※44 . 4 5  楕 円 形 袋 状 220 1 1 0  100 テ ラ ス 有 藤 内 式 貯蔵穴か？

1 13  13※ 8 楕 円 形 鍋 底 状 160 ？ 100 平 坦 十三菩提式

1 14 1 3※ 8 不 整 形 す り 鉢 状 190 ？ 50 平 坦

1 1 5  13※8 .9  楕 円 形 す り 鉢 状 160 135 50 平 坦

1 1 6  13 . 1 4 ※ 7 楕 円 形 皿 状 115  95 40 テ ラ ス 有 十三菩提式

- 9 1 -



番号 位置
形 態 規 模

拡底 時期 備 考
平面形 断面形 長軸 短軸 深 さ

1 17 1 1 . 1 2 ※ 6 楕 円 形 皿 状 250 ( 150) 45 平 坦 五領 ケ 台式 123土、 32住 と 重複

1 18 12※ 7 不 整 円 形 す り 鉢 状 125 1 1 0  50 小 穴 1 新 道 式 35住 と 重複

1 19 T ※45 楕 円 形 す り 鉢 状 180 130 65 平 坦 十三菩提式

120 1 2 ※ 6 . 7  楕 円 形 袋 状 100 80 70 テ ラ ス 有 32住 と 重複

121  T ※45 不 整 形 皿 状 190 160 45 テ ラ ス 有 五領 ケ 台式 120周 溝墓 と 重複

122 1 1 ※ 6 不 整 形 皿 状 180 130 35 テ ラ ス 有

123 12※ 6 （楕円形） 皿 状 ？ 100 40 平 坦 124土、 1 17土 と 重複

124 1 2※ 6 不 明 す り 鉢 状 ？ ？ 20 平 坦

125 S ※46 楕 円 形 す り 鉢 状 1 10 100 33 平 坦 五領 ケ 台式

126 P ※49 不 整 形 皿 状 ？ 130 40 小
テ ラ

穴
ス 有l 五領 ケ 台式

127 P ※50 （ 円 形） 皿 状 65 ？ 30 平 坦 五領 ケ 台式

128 P ※ 49 . 5 0  楕 円 形 皿 状 120 100 35 平 坦

129 S ※46 円 形 円 筒 状 65 65 55 平 坦 五領 ケ台式

130 6 ※ 1 不整楕円形 す り 鉢 状 150 1 15 30 平 坦 五領ケ 台式

131  6 ※ 1 楕 円 形 円 筒 状 55 45 80 丸 底 井 戸 尻 式

132 12※ 6 （ 円 形） 皿 状 80 ？ 曽 利 式 168土 と 重複

133 12 ※ 6 楕 円 形 皿 状 180 105 30 平 坦 32住 と 重複

134 6 ※ 5 楕 円 形 皿 状 130 100 40 平 坦 91土 と 重複

135 T ※39 （楕円形） す り 鉢 状 ？ 100 60 小 穴 3 井 戸 尻 式

136 S ※39 円 形 皿 状 125 120 30 平 坦 藤 内 式

137 S ※39 不整楕円形 皿 状 ( 150) 120 15 平小� 穴
坦
1 1 36土 と 重複

138 S ※39 不整楕円形 皿 状 120 95 45 小
テ

穴 2 
ラ ス 有 井 戸 尻 式

139 R ※39 楕 円 形 皿 状 80 60 14 平 坦 曽 利 式

140 R ※ 39 . 40 （楕円形） 皿 状 ？ 80 12  小 穴 1 五領ケ 台式

141 7 ※ 2 （ 円 形） 鍋 底 状 100 ？ 65 平 坦 五領 ケ 台式

142 7 ※ 2 （ 円 形） 鍋 底 状 ？ 80 60 テ ラ ス 有 十三菩提式

143 T ※45 楕 円 形 す り 鉢 状 105 80 40 平 坦 五領 ケ 台式

144 S ※45 円 形 フ ラ ス コ 状 75 75 60 平 坦 五領 ケ 台式

145 T ※41 楕 円 形 す り 鉢 状 145 1 15 40 テ ラ ス 有 53周 溝墓 と 重複

146 T ※40 （楕円形） す り 鉢 状 ？ 100 50 小 穴 1 藤 内 式

147 R ※40 円 形 フ ラ ス コ 状 60 60 80 平 坦
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番号 位置
形 態 規 模

饂 時期 備 考
平面形 断面形 長軸 短軸 深 さ

148 S ※39 円 形 鍋 底 状 125 120 30 小 穴 3

149 T ※40 楕 円 形 皿 状 80 70 15  平 坦

150 S ※42 楕 円 形 皿 状 ( 100) C 70) IO 平 坦 198土 と 重複

151  26※ 13  円 形 皿 状 80 80 20 平 坦 五領 ケ 台式

152 R ※48 楕 円 形 円 筒 状 70 60 30 平 坦 五領 ケ 台式

153 S ※48 楕 円 形 す り 鉢 状 155 125 50 平 坦 曽 利 式

154 R ※48 楕 円 形 す り 鉢 状 160 130 50 小 穴 1 五領 ケ 台式

155 R ※48 不 明 皿 状 ？ ？ 22 平 坦 五領ケ 台式 154、 1 56土 と 重複

156 �.s ※ 4 8 （楕円形） 皿 状 180 120 32 平 坦

157 Q ※48 不 明 皿 状 ？ ？ 45 平 坦 172土、 202土 と 重複

158 R ※47 円 形 す り 鉢 状 1 10 1 10 60 平 坦

159 S ※47 不 整 円 形 鍋 底 状 1 15 1 10 50 小
平

穴
坦
1 五領 ケ 台式

160 R ※48 楕 円 形 鍋 底 状 125 1 1 0  60 平 坦 五領 ケ 台式

161  S ※47 楕 円 形 円 筒 状 90 75 58 小 穴 1

162 S ※47 不整楕円形 す り 鉢 状 150 1 1 0  50 小
テ ラ

穴
ス 有

1 

1 63 Q ※48 卵 形 鍋 底 状 100 90 42 小 穴 1 曽 利 式

164 T ※42 楕 円 形 鍋 底 状 120 100 50 平
小 八

坦
1 五領ケ 台式 41住、 1 19周 溝 と 重複

165 T ※43 楕 円 形 鍋 底 状 120 1 10 60 テ ラ ス 有 五頷ケ 台式 120周溝墓に切 ら れ る

166 Q ※48 不 明 皿 状 125 ？ 40 平 坦 藤 内 式 172土 と 重複

167 R ※46 不整楕円形 皿 状 180 130 40 テ ラ ス 有 曽 利 式

168 6 ※ 1  楕 円 形 ？ 60 小
テ ラ

穴
ス 有1 132土 と 重複

169 7 ※ 2  楕 円 形 鍋 底 状 50 40 60 平 坦 79号周 溝墓 に切 ら れ る

170 7 ※ 2  （楕円形） 鍋 底 状 50 45 50 平 坦 79号周 溝墓 に 切 ら れ る

17 1  P ※48 楕 円 形 皿 状 55 50 40 平 坦

172 Q ※48 不 明 皿 状 ？ 100 63 平 坦 五領ケ台式 157土 と 重複

173 R ※47 楕 円 形 皿 状 200 ( 130) 68 平
小 穴

坦
1 藤 内 式

174 R ※47 不 明 不 明 ？ ？ 40 平 坦 184土 に切 ら れ る

175 R ※48 楕 円 形 鍋 底 状 120 75 37 小 穴 2 五領 ケ 台式

176 Q ※48 不 明 不 明 ？ ？ 1 0  平 坦 藤 内 式 186土 と 重複

177 R ※48 楕 円 形 皿 状 125 100 20 平 坦

178 T ※42 円 形 フ ラ ス コ 状 70 65 70 平 坦 五領ケ 台式 41住を切 る
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番号 位置
形 態 規 模

堀底 時期 備 考
平面形 断面形 長軸 短軸 深 さ

179 R ※48 不 明 す り 鉢 状 ？ ？ 60 平 坦 十三菩提式 181土 と 重複

180 Q ※47 不 明 不 明 ？ ？ 30 平 坦 新 道 式 183、 188土 と 重複

181 Q ※47 不 明 皿 状 ？ ？ 40 平 坦 五領ケ 台式

182 Q ※47 不 明 皿 状 ？ ？ 40 小 穴 3 五領ケ 台式 187土 と 重複

183 P ※46 （楕円形） 鍋 底 状 130 ？ 55 平 坦 藤 内 式

184 R ※47 楕 円 形 不 明 185 125 60 平 坦 五領 ケ台式 174土 と 重複

185 Q ※47 不 明 皿 状 150 ？ 35 平 坦

186 Q ※48 不 明 不 明 ？ ？ 35 平 坦 藤 内 式

187 R ※47 隅丸四角形 袋 状 55 55 87 平 坦 五領ケ 台式 182土 と 重複

188 Q ※47 不 明 皿 状 ？ ？ 38 平 坦 井 戸 尻 式 181土、 182土 と 重複

189 R ※47 円 形 袋 状 115  70 155 平 坦 井 戸 尻 式

190 59※20 円 形 皿 状 80 80 12  平 坦

191  62 ※23 楕 円 形 皿 状 95 80 10  平 坦

192 63※26 長 方 形 皿 状 215 170 25 小 穴 1

193 62※25 楕 円 形 袋 状 110  85 60 平 坦

194 S ※43 円 形 鍋 底 状 1 1 0  56 テ ラ ス 有 五領ケ 台式 197土 と 重複

195 T ※43 不 整 形 す り 鉢 状 ？ 140 45 凹 凸 有 五領ケ 台式

196 T ※42 楕 円 形 鍋 底 状 90 80 50 平 坦 猪 沢 式 28住 と 重複

197 S ※42 楕 円 形 鍋 底 状 90 ？ 35 平 坦 194土 と 重複

198 S ※42 （ 円 形） 鍋 底 状 100 35 小 穴 l 150土 と 重複

199 S ※42 瓢 形 皿 状 1 10 80 10 平 坦 新 道 式

200 Q ※48 楕 円 形 す り 鉢 状 ？ 70 100 平 坦 藤 内 式

201 Q ※48 不 明 す り 鉢 状 ？ ？ 40 小 穴 3

202 Q ※48 （楕円形） 皿 状 ( 180) 100 45 小平
穴

坦
2 1 57土、 1 60土 と 重複

203 S ※ 48. 49  （楕円形） 皿 状 130 ？ 10  平 坦
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第 3 節 弥生時代 の 遺構

1 . 方形周溝墓

表 6 . 方形周 溝墓一覧

番号 位置 形状 規模 ( m ) プ リ ッ ジ数 溝内施設 主体部

53号 S .  T ※39-4 1 方形 南 北 7. 5 ( 1 )南西 コ ー ナ ー 不 明

東西 不 明

74号 1 3 - 1 5 ※ 10 . 1 1  方形 不 明 (1 )南西 コ ー ナ ー 不 明

76号 1 5 .  1 6 ※ 1  1 不明 南北 約 8 (2)南東、 不 明

東西 不 明 南西 コ ー ナ ー

78号 3 - 6 ※ 2 - 5 方形 南北 不 明 (1 )南西 コ ー ナ ー 不 明

東 西 I I 

79号 N-Q ※48-50 方形 南北 不 明 (1 )北西 コ ー ナ ー 不 明

4. 5※ 2 東西 1 2 . 2  

80号 21-24※13 .  1 4  方形 南北 不 明 (3) 北 東 、 北 西 不 明

東 西 I 3 南東 コ ー ナ ー

81号 24.  28※13 .  1 6  方形 南北 不 明 (1 )南西 コ ー ナ ー 南溝西側に合せ 不 明

東 西 1 7 口壺棺

82号 21-24※15 .  1 6  方形 南北 不 明 不 明 不 明

東 西 1 5  

100号 55-岱※17-19 方形 不 明 (1 )北西 コ ー ナ ー 不 明

103号 58--60※20-21  方形 南北 不 明 (1 )南西 コ ー ナ ー 不 明

東西 1 1 . 5  

1 19号 S ※42 方形 南 北 7. 5 不 明 不 明

T ※ 4 1 - 4 3  東西 不 明

120号 S . T ※43 -46  方形 南北 10 . 5  不 明 東溝内 に 2 ケ所 不 明

東西 10 . 3  土拡状の深い掘

り 込み有

121号 R . S ※47 .  48  方形 南 北 6. 5 (3):ft西 不 明

東 西 5. 8 南 西 、 南 東

コ ー ナ ー

122号 T ※48 不明 不 明 不 明 不 明

123号 16-19※ 9 -12 方形 南 北 1 2  (2)南西、 南東 不 明

東 西 1 2  コ ー ナ ー

124号 62-63※22-24 方形 南北 不 明 (l ):lt東 コ ー ナ ー

東 西 1 0 
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出土遺物 備 考

東半分が調査区外

への び る 。

2 次調査で確認済（

南溝のみ確認。

壺 破 片 1 点 西溝は浅 く 、 撹乱

部有。

2 次調査時に 発掘 ，

壺 2 点 壺棺 は溝の埋没途

小型壺 1 点 上で埋納 さ れ た も

ので、 追葬例 と 考

え ら れ る 。

台付甕 l 点

壺 1 点、 高杯 l 点

壺 l 点

壺 l 点 東2/3が調査区外

に の び る 。

小 型 台 付 甕 1 点

壺 1 点 壺 は南溝か ら 出土 c

12 1号周溝墓 と 切 り

合 っ て溝 1 本のみ

確認

76号周溝墓に切 ら

れ る 。
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゜ 20cm 

第 106図 方形周溝墓内出土土器 (2) 

（ 各土器出土位置）

1 .....,  4. 8 1号方形周溝 墓出土 。 こ の内 3 • 4は南溝 か ら 検出 さ れ た合せ 口 壺棺である 。

5 - 8 . 82号方形周溝 墓出土 。
9 . 1 1 9号方形周溝墓出土 。

10. 121号方形周溝 墓出土 。

1 1. 1 20号方形周溝墓出土 。
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第 4 節 平 安 時代の遺構

1 . 住居址 と 出土遺物
( 1 ) 39号住居址 （ 第 1 07 図 、 図版 1 0 )

（ 位置 ） 68 •  69※34 グ リッドに位置する 。

（ 形状 ・ 規模 ） 住居址北側半分が削平 さ れ て いる が残存部から隅丸方形を呈すると考 えられる。

東西 4 m 8 0cmを測る 。

（床面・壁 ） 床面は竪緻な貼床である 。 壁は ほ ぼ直壁で、残存部で壁高 2 0cm を 測る 。

（ カ マ ド ） 南壁西側に設置 される 。 カ マ ドの袖は石によって組ま れて いたと考 え られるが、 す

でに破壊 され原型 を と どめな い 。 カ マ ドに関わる掘 り 込 みは 2 m 5 0cm X 2 m 2 0cmの不 整 形 で住

居址南西 コ ー ナ ーには焼土が認められる 。
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（ そ の 他 の 施設 ） カ マ ド 掘り込み部以外では ピットが 5 ケ 所で検 出された。 ピット 1 のみは他

の も のと比 べ大型で内部か ら 炭化材が出土している。

（ 出土遺物 ） な し。

(2 )  40号住居址 （ 第 1 08• 1 09図 、 図版 1 0 )

（ 位 置 ） 68• 69※ 35• 36 グ リッ ド に位置する。

（ 形状 ・ 規 模 ） 住居址東側が調査区外 に伸 びるが、 一辺 4 m20cm程の隅丸方形 と考 え ら れる。

（ 床面 ・ 壁 ） 北 に向かっ て僅 かに傾斜するが床面はほぼ平坦である。壁 高は南部で 1 5cm 程 を測

る。

（ カ マ ド ） 南西 コ ー ナ ー に設 け ら れる。厚さ10cm程の扁平な 礫を立てて袖石としている。燃 焼

部の掘り込みは直径 l m 程のプ ラ ン で床面より僅かに掘り窪 め ている。たき口 部に若 干 焼土が

認 め ら れた 。

（ そ の 他 の 施設 ） カ マ ド 周辺に直径80cm程の円形 ピットが3 ケ 所、 西壁際 に小 ビットが2 ケ 所

確認された。 ビット 1 - 3 か ら は焼土が検 出されている。

（ 出土遺物 ） 住居内から 8 点の土器が出土している。器種は、 小型杯 ( 1 ) 、 杯 (2 • 7 ) 、

高台付杯 C 4 ) 、 甕 ( 3 ) 、 鉢 ( 5 ) 、 羽釜 ( 6 • 8 ) に分類され種類に富む 。坪 ではいず れ も

器面にろ くろ 成形の痕が認 め ら れ、 底部に糸切 り痕 を も つ も の も 2 点存在する。

以上の土器は11世紀後半代に位置づ け される。

＼ 口 �r- - 〗
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第V章 各 説

1 . 山 梨県上 の 平遺跡 の 植物遺体
渡辺 誠

1 . は じ め に

山梨県東八 代 郡 中 道 町上 の平遺跡出土の植物遺体 は、 19 85年 6- 12月 に 山 梨 県 埋 蔵文化財セ

ン タ ー に よ っ て発掘 さ れ た 資料 であ る 。 大部分は縄文時代 中 期 に 属 す る が 、 1件 の み 弥生時 代

後期 の 資料が含 ま れ て い る 。
検出 さ れ た植物遺体 の 種 名 は、次の 4種 であ る 。

1 . く る み 科 オ ニ グ ル ミ Juglans mandschurica subsp. Sieboldina (Maxim . ) Kitam. 

2. 同 ヒ メ グ ル ミ J. mandschurica subsp. Sieboldiana var. cordiformis Kitam . 
3. ぶな科ク リ Castanea crenata Sieb. et Zucc . 

4. ぶな科 コ ナ ラ 属 Quercus sp . 

た だ し 4に は複数の 種 が含 ま れ て い る 可能性があ る 。 ま た こ の他 に 不 明 小型 堅 果 類 1種 、 不 明

種子類 1種 、不 明 球根類 1種があ る 。 特 に 後 者 はその 芯 に 相 当 す る 小 部 分 の み で あり 、 同定は

困難 であ る 。

2 . 検討の結果
次 に 件 別に、種• 数量な どの検討結果 を記す。

1) 第2号住居址 床 面直上 （弥生 時代後期後半 ）

不 明 小型堅果類 1 点 。

2) 第12号住居址 覆土 （縄文時代 中 期 初頭•五領 ケ 台 式期 ）

オ ニ グ ル ミ 核皮片少量 ( 0. 89 c; ) 。 写真 1- 1。

ク リ 種子片少 量 ( 0. 26c; ) 。 同 2。

なお本住 居址 土器 中 よ り 、不 明球根類 1点 が出土 し て い る 。
3) 第16号住居址覆土 （縄文時代 中 期 中 葉•藤内式期 ）

1個 体の 半分と み ら れ る ヒ メ グ ル ミ 核皮片 ( 0. 89 c; ) 。 同 3。

ク リ 種子片 1 ( 0.62 c; ) 。

コ ナ ラ 属の種子 6片 ( 0.62c; ) 。 同 4。

不 明 球根 類 1点 。
4) 第1 7号住 居址 覆土 （縄文時代 中期 中 葉 • 井戸尻式期 ）

オ ニ グ ル ミ 核皮片若干 (4 . 23 c; ) 。 同 5 。

ク リ 種子片 1 ( 0. 35 c; ) 。 同 6下 。

5) 第17号住居址 ピ ッ ト 2 (縄文時 代 中 期 中 葉•井戸尻式期 ）

ク リ 種子 片 1 ( 0. 09 c; ) 。 同 6上 。

6) 第18号住 居址覆土 （縄文時代 中 期 中 葉•井戸尻式期 ）

オ ニ グ ル ミ 核皮片 少 量 ( 1. 8 0 c; ) 。 同 7 。
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ク リ種子片2 (0.3砂 ） 。同 8。

コ ナ ラ 属の種子 4 片(0.46 g ) 。同 9 C大型の 1 点のみを掲 げる ） 。

不 明種子類 1 点。

7) 第 20号住居址覆土 （縄文時代中期 中葉 • 井戸尻式期 ）

オ ニ グル ミ 核皮片若干(5.95 g ) 。写真2 - 1 。

8) 第 20号住居址炉 内 （縄文時代中期 中葉 • 井戸尻式期 ）

オ ニ グル ミ 核皮片少量(1.34 g ) 。写真 1 - 1 0。

9) 第23号住居址覆土 （縄文時代中期 中葉 • 藤 内式期 ）

不 明小型堅果類 1 点。

1 0 ) 第42号土拡覆土 V 層 （縄文時代中期 中 葉 • 井戸尻式期 ）

オ ニ グル ミ 核皮片若干(1 6.31 g ) 。写真2 - 2 •  3。

種子のつ い たま ま の ク リ2 点。写真 3 - 2 の左 ： 0.34 g 、右 ： 0.36 g 。他に破片少量(1.78り

と 、種皮片少量(1.18 g ) がある。

不 明種子 1 点。

1 1 ) 第 65号土拡覆土 （縄文時代 中期初頭 • 五領 ケ 台 式期 ）

コ ナ ラ 属の種子48点(13.78 g ) 。写真 3 - 1 。

3 .  若干の考察

同 定でき た 種は、 い ずれも堅果類に属する 4 種であ り 、縄文時代の代表 的な 食 料で あ る と 同

様に大事な 食料であ り 、その存在の予想 さ れ た ト チ の実は、慎重に検討したが 確認する こ と は

できなかった。

ク ル ミ には オ ニ グ ル ミ に混 じって ヒ メ グ ル ミ が 1 点 みられ た。 こ れ は植 物 学 的には オ ニ グ ル

ミ の亜種にす ぎな いが、脂肪分がや や少な く 、味もや や落 ち る ので 実 際には 区 別 して食 さ れて

いるのであるか ら、区別してお く べきである。核の表面は平滑であ り 、内 の構造も単純で あ る。

ク リには種皮が残 っ て いる例が 2 点 （写真 3 - 2 ) あ り 、種皮片(No. 1 0 ) もみ ら れる こ と か ら、

皮のつ い た ま ま ゆ でて、 カ チ グリのようにして保存して いた可能性も考 え ら れる。

コ ナ ラ 属は、 い わ ゆる ド ン グ リ類で ある。種子は種皮が と れ、子葉 だ けになる と 同 定 は き わ

めて困難で ある。しかしながら外形上、円形を呈する 一群 （写真 1 - 9 、3 - 2 ) と 長楕 円 形を

呈する 一群 （写 真 1 - 4 ) とがある。そしてそれ ぞれ筆者分類 （第 1 表 ） のA 類 と 、 B 群 とに相

当する と 推定 さ れる。すな わ ち ク ヌ ギ • ア ベ マ キ ・ カ シ ワ な ど の仲 間 と ミ ズ ナ ラ ・ コ ナ ラ な ど

の仲 間である。 こ れ ら は いず れも落葉広葉樹であ り 、先の ク ル ミ 類 や ク リ も同 じ で あ る。量的

には A 類 が き わめて多 く 、 B 類は少量である。

ド ングリ類は ク ル ミ 類 や ク リ と 異な り 、特 にA • B類は ア ク 抜 き し な い と 食 べる こ と はで き

な い。その ア ク 抜きの技術は、A• B類 と C 類 と では違 いが あ る。後者の場 合 は 水 さ らし だ け

で ア ク 抜きができる。 こ れに対して前者は、製粉すれ ば後者 と 同 様に水 さ らし だ けで ア ク 抜 き

ができるが、粒のま ま の場合は加熱処理 と 水 さ らし と を何回も繰 り 返 さ な け れ ばな ら な い。本

遺跡の場合はA • B類の ド ングリである こ と 、磨石 • 石皿な どか ら 製 粉 技 術 の発達して い る こ
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と も 明 ら か で あ る こ と か ら 、 食 べ 方 に よ っ て両方 の ア ク 抜 き が 行 わ れ て い た と み て お く べ き で

あ ろ う 。

謝辞
最後 に 調 査 の 機会 を 与 え ら れ た 山 梨県埋蔵文化財 セ ン タ ー の 長 沢 宏 昌 • 中 山 誠二 氏 、 資 料 整

理 に 協力 し て く れ た 名 古屋大学文学部学生 田 中禎子嬢 、 お よ び 種 々 御 教 授 を 仰 い だ 大 阪 市 立 大

学理学部 の 粉川 昭平教授 に 対 し 、 衷心 よ り 深謝 の 意 を 表 す る 次第 で あ る 。

第 1 表 ド ン グ リ 類 の 分類

民 俗 分 類 属 種 森林帯 他の堅果類

A .  ク ヌ ギ類 ク ヌ ギ

水 さ ら し ＋ 加熱処理 ア ベ マ キ 落 葉 広 樹 オ ニ グル ミ

コ ナ ラ 亜 属 樹 林 ffl' ..... ク リ

8 .  ナ ラ 類 ミ ズ ナ ラ （東北 日 本） ト チ ノ キ

水 さ ら し ＋ 加熱処理 コ ナ ラ

コ ナ ラ 属
C . カ シ類 ア カ ガ シ • ア ラ カ シ

水 さ ら し の み シ ラ カ シ な ど 照 葉

ア カ ガ シ亜属 樹 林 市..... 

D .  シ イ 類 （西南 日 本）
イ チ イ ガ シ

ア ク 抜 き 不用
シ イ 属 ッ プ ラ ジ イ ・ ス タ ジ イ

マ テ バ シ イ 属 マ テ バ シ イ
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 写真 1 . 植物遺体 1

1 • 5 • 7 • 1 0 : オ ニ グ ル ミ ( 1 : 第 12号住居 址 、 5 : 第 17号 住 居 址 、 7 : 第 1 8号 住

居址、 1 0 : 第 20号住居址炉 内 ） 、 3 : ヒ メ グ ル ミ （第 1 6号 住 居 址 ） 、 4 • 9 : コ ナ ラ

属 ( 4 : 第 16号住居址 、 9 : 第 18号住居址 ） 、 2 • 6 •  8 : ク リ ( 2 : 第 1 2号 住 居 址 、

6 : 第 17号住居址 、 8 : 第 18号住居址 ）
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2 .  上 の 平遺跡 の テ フ ラ

1 .  は じ め に
河西 学

曽 根丘 陵 に は段丘礫層上に 御岳第一軽石 Pm - I (小林 ほか、 1967 ) を基底 に し て 約 2 m 以 上

の厚 さの褐色風化火山灰層が風成堆積し て いる。 こ の風化火 山 灰 層に つ い て 、 同 じ 中 道 町の上

野原遺跡で鉱物分析をお こ な っ た と こ ろ 、 富士火山起源のテ フ ラ の降 灰 と A T 降 灰 層準 とが明

か と な っ た （河西 1987) 。今回上の平遺跡k ※13グリッド に お い て Pm - I 以 上の テ フ ラ 層断

面が得られたので A T の検 出 ばか り でな く Pm - I 以 降の富士 テ フ ラ の降灰を明 らかにする た め 、

テ フ ラ の重 ・ 軽鉱物分析を行 っ た。

2 .  試料 と 分析方法

分析試料は K ※13グリッド西壁から採取 し た Pm - I お よ びその上位の褐色風化火 山灰試料 29

点である。

試料は適量をと り 、 必要 に 応 じ で超音波装置で泥分を分散し 、 0 . 063mmの分折 ふ る い C # 25 0 )  

で受け ながら水洗 い し泥分を除去した。分析ふる い C # 6 0 ) を用 い 0 . 25- 0 . 0 63mm 粒 径 砂 分 を抽

出 し 、 秤量後 テ ト ラ プ ロ モ エ タ ン （比重約 2.96) を用 い て重 ・ 軽鉱物を分離し、 秤量後 プ レパ ラ ー

ト に封 じ 、 偏光顕微鏡下で検鏡し た。 重鉱物組成は重鉱 物 総数を基数 と し 、 軽 鉱 物 組 成 は風

化粒子等を除い た 火 山 ガ ラ ス ・ 石英 • 長石 • 雲母の総数を基数 に し て 各 鉱 物 の産 出 割 合を算 出

し粒数％で表示し た。な お雲母類は重液 と 類似し た 比重を示 す こ と から重 ・ 軽 鉱 物 ど ち らの 区

分にも含ま れ て いる。火 山 ガ ラ ス の形態分類は遠藤 • 鈴木 ( 198 0 ) に 従 っ た。 カ ン ラ ン 石は無 色

～ オ リ ー プ色の部 分がな く な り 全体 に赤褐色を呈するものを強 風 化 （ イ デ ィ ン グス 石 化 ） の カ

ン ラ ン 石 と し 、 一般的 な 褐色の弱 風化 カ ン ラ ン 石 と 区別し た。

3 .  分析結果

分析結果は第 1 1 0図 に 示 す。

1/4- 1 / 16mmの砂分 中 の重鉱物量は 、 重鉱物組成 中のカ ン ラ ン 石の割 合 と 相 関 的 な 変 化 を示

す。 Pm - I (IX層） は角 閃石 ・ 不透 明鉱物が多 く 、 かつ ジ ル コ ンが産 出 する こ と で 特 徴 づけら

れる。小林 ほか ( 1 967) は 、 駒 ケ 根 東中学 に お い て厚 さ約 3 m に お よ ぶ Pm - I の重鉱 物 組 成 を

示して いる。それ に よる と Pm - I 最上部付近で 、 不透 明鉱物が減少し、 斜方輝石 ・ 単斜 輝 石が

増加する 傾 向がみられる。本遺跡の分析結果 に お い ても同様の傾 向がみられる。

No. 5 - 1 におい て バ プ ル ウ ォ ー ル型のA • A ' 型火 山 ガ ラ ス が多 産 する。 ガ ラ ス 屈 折 率 の測

定値は 、 No. 5 で1 ,498 - 1 , 5 0 1 ( モ ー ド 1 , 5 0 0 ) 、 No. 3で1 ,497 - 1 , 5 0 1 ( モ ー ド 1 ,4995) であ っ た。従 っ

て形態 ・ 屈 折率 お よ び 層位から姶良 Tn火山灰 ( A T ; 町 田 • 新井 1976 ) に 同 定 される。 火 山

灰層の軟質化が本地点の場合 I • II 層ばか り でな く 皿 層にまで及 ん で い る こ と からNo. 4 - 5 の

ガ ラ ス は二次的混入の可能性もあ ろ う 。A T の降灰層準はバ プ ル ウ ォ ー ル 型 火 山 ガ ラ ス の最 大

頻度を示 すNo. 3 付近を中心 と した II 層最上部から I 層最下部 に か け て と 考 えられる。
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4 .  考察

( 1 ) 富 士 テ フ ラ の 降灰

富士火 山 の テ フ ラ は 一般 に カ ン ラ ン 石 を 多 く 含 む玄 武岩質 テ フ ラ で 特 徴 づ け ら れ 、 安 山 岩 質

～流紋岩質 の 木 曽 御岳 火 山 あ る い は 両輝石安山岩 の箱根火 山 の テ フ ラ と は 区 別 さ れ る 。 富 士 火

山 の 活動 は 下末吉 ロ ー ム 層 上部 の堆積期 ま で さ か の ぼ る と さ れ （ 町 田 • 森 山 ， 1 968 ; 町 田 ， 1 971 )

、 関東地域 に お い て下末吉 ロ ー ム 層 上部 か ら 上位 で カ ン ラ ン 石 の 出 現 が従 来 か ら 報 告 さ れ て い

る （関東 ロ ー ム 研究 グ ル ー プ ， 1 965 ; 町 田 洋 ほ か ， 1 968 ; 町 田 瑞男 ， 1 973) 。 今 回 の 分 析 結 果 は 、

重鉱物組成 に お い て Pm - I 直上 か ら カ ン ラ ン 石 が増加 し rv,..., m 層 で高率 を 保 ち 、 暗色帯か ら 上

方 に 向 か っ て カ ン ラ ン 石 が減少 す る と い う 傾向 が顕著 で あ る 。 こ の 傾 向 は 従 来 の 関 東 地域 な ど

か ら の 報告 と よ く 一致 し て い る 。 従 っ て 、 富士火 山 が活発 化 す る 約 8 万 年 以 降 、 富 士 火 山 か ら

北北西約 30km に 位置 す る 曽 根丘陵 に も 富士 テ フ ラ の 降灰 が連続的 に 及 ん で い た と 考 え ら れ る 。

本遺跡 の 暗色帯 II 層 に お い て カ ン ラ ン ラ 石 が減少 し は じ め 、 そ の 直 上 付近 に 火 山 ガ ラ ス 濃 集

層 準 が あ る 。 こ の 関 係 は南関東 の 立川 ロ ー ム 層 に お い て 一般 的 で あ る （遠藤 • 鈴木 ， 1980 ; 千葉 ・

加藤 ， 1983 ; 東京天文台構内 遺跡調査団 ， 1983) こ と か ら 、 本遺跡 II 層 暗色帯 は 上 野 原 遺 跡 m 層

暗色帯 と 同様立川 ロ ー ム 層 第 2 暗色帯 に 対比 さ れ る と 考 え ら れ る 。

(2 )  カ ン ラ ン 石風化層準

本遺跡VII層 (No.25,..., 2 1 ) 、 お よ び m 層 (No. 9 ,..., 7 ) 付近 の 2 層準 に お い て 、 カ ン ラ ン石 の イ デ ィ

ン ス 石化 が進 ん で い る 。 特 に 前者 で は カ ン ラ ン 石 の 大部 分 が イ デ ィ ン グ ス 石 化 し て お り 、 そ の

上位 の IV層 と は 風化程度 ば か り で は な く 重 ・ 軽鉱物組成 に お い て や や 変 化 が み ら れ る 。 本 遺 跡

m 層 中 の カ ン ラ ン 石風化 は 、 上野原遺跡IV 層 の そ れ に 対比 さ れ る 可能性が 強 い 。

風化 カ ン ラ ン 石 に つ い て は従来か ら い く つ か の 報告 が な さ れ て い る （羽鳥 ・ 寿 円 ， 1 958 ; 関 東

ロ ー ム 研究 グ ル ー プ ， 1 965 ; 羽鳥 ， 1 97 1 ; 町 田 瑞男 ， 1 973 ; 羽鳥 ほ か ， 1 983 ; 町 田 瑞 男 ほ ガ) , 1983) 

。 町 田 瑞男 ほ か ( 1 983) は 、 カ ン ラ ン 石 が完全 に イ デ ィ ン グ ス 石化 さ れ て い る の は Pm - I か ら

東京軽石 T P 直下 で あ る と 述 べ 、 飯能市新 町 の 立川 礫 層 直上 の 砂 質 ロ ー ム 層 中 に お い て 多 量 の

イ デ ィ ン グ ス 石 を 報告 し て い る 。 上杉 ほ か ( 1 983) は古期富 士 テ フ ラ 累 層 (OFT ) 上 部 の Y 1 03 

- 1 1 3付近 に お い て テ フ ラ の 風化 が激 し い こ と を述 べ て い る 。

以上 の こ と か ら 本遺跡VII層 は Pm - I か ら T P 直下 の 間 の 風化層準 に 、 ま た m 層 は立川 礫 層 直

上付近 の 風化層準 に そ れ ぞ れ対比 さ れ る と 考 え ら れ る 。 T P の 年代 は 約4. 9 万 年 前 と さ れ て い る

こ と か ら VII層 の上 限 は 約 5 万年前以前 と 推定 さ れ る 。 な お 、 立 川 礫 層 の 年代 は 約 3 万 年 前 と さ

れて い る （遠藤 ほ か ， 1 983) 。

カ ン ラ ン 石 の 風化層準 は 礫層 直 下 や水 つ き ロ ー ム 層 中 に 多 く 見 ら れ る が 、 本 遺 跡 皿 層 の よ う

に 礫層 よ り 少 な く と も 2 m 以上 も 上位 の 場 合 、 地下水 の 影響 は 少 な い も の と 考 え ら れ る 。 8 ,_., 

5 万年前 お よ び 3 万年前 は 、 基準面 の 上昇期 に 相 当 し 、 最 終 寒 冷 期 に あ っ て も 比 較 的 温 暖 な 気

候 と 考 え ら れ て い る こ と か ら 、 カ ン ラ ン 石 の 風化 も 気候 的 な 要 因 と 関 連 性 を も っ て 形 成 さ れ た

可能性 が 暗示 さ れ る 。

- 1 2 3 -



引 用 文献

千葉達朗 • 加藤定男 「多聞寺前遺跡における ロ ー ム 層 の鉱物分析」 『多聞寺前遺跡 II 』 1983 

遠藤邦彦 • 関本勝久• 高 野司• 鈴木 正章 「関東平野の＜沖積層＞」 『ア ー バン ・ ク ボ タ 』 2 

1 pp26 - 43 1983 

遠藤邦彦 • 鈴木正章 「立川 ・ 武蔵野 ロ ー ム 層 中の火山 ガ ラ ス濃集層 」 『考古学と 自 然科学』 13

ppl9 - 30 1980 

羽鳥謙三 「標式地 における立川 ロ ー ム 層 の層 位につい て一 野川遺 跡を 中心 に し て 一 」 『第四

紀研究』 10 pp244 - 250 1971 

羽鳥謙三 ・ 寿円晋吾 「関東盆地西縁の第四紀地史」 『地質学雑誌』 64 pp l81 - 194 1958 

羽鳥謙三• 千葉達朗 • 加藤定男 「多聞寺前遺跡の ロ ー ム 層と地形」 『多聞寺前遺跡 I1 」 1983 

関東 ロ ー ム 研究 グル ー プ 『関東 ロ ー ム ー その起原と性状 ー 』 378pp 1965 築地書館

河西学 「上野原遺跡の火山灰層 」 『上野原 遺跡 ・ 智光寺遺跡 ・ 切 附遺跡』 1987 

小林国 男 • 清水英樹・北沢和男 ・ 小林武彦 「御嶽火山第一浮石層 一 御嶽火山第一 浮石層 その

1 - 」 『地質学雑誌』 73 pp291 - 308 1967 

町田洋 「南関東のテフ ロ ク ロ ノ ロ ジ ー (I ) ― 下末吉 期 以降 の テ フ ラ の起源およ び 層 序と年

代 について ー 」 『第四紀 研究』 10 pp 1 - 20 1971 

町田洋• 森山昭雄 「大磯丘陵の tephrochronology とそれにもとづく富士およ び箱根火山活 動

史」 『地理学評論』 41 pp241- 257 1968 

町田洋• 新井房夫 「広 域に分布 する火山灰 一 姶良Tn火山灰の発見とその意義 ー 」 『科学』 46

pp339 - 347 1972 

町田 瑞男 「武蔵野台 地北部およびその周辺地域における火山灰層 序学的 研究 」 『地質 学 雑 誌 』

79 pp l69 - 180 1973 

町田瑞男 ・ 村上雅 博 ・ 斎藤幸治 「南関東の火山灰層 中の変 質 鉱 物 “ イ デ ィ ン グ ス サ イ ト ” に

つ い て」 『第四 紀研究』 22 pp69 - 76 1983 

東京天文台構内遺跡調査団 『東京天文台構内遺跡』 1983 

上杉 陽• 米沢宏 • 千葉達朗 • 宮地直 道 ・ 森慎一 「 テ フ ラ か ら みた関東 平野」 『ア ー バ ン ・

ク ボ タ 』 21 pp2 - 17 1983 

- 124 -



第VI章 ま と め

1 . 先土器時代
今 回の調査では、 D ※ 7 、 F ※11、 G ※ 4 、 H ※ 8 、 J ※ 6 • 10 • 12、 K ※13、 L ※14、 M

※23 • 26の11グリッ ドにおいて先土器時代文化層 と 考 え られる W 層付 近 ま で掘 り 下 げを行 なっ

たが、該期の遺構・遺物は確認 され な かった。 し か し、第 4 次 • 第 5 次調査で ナ イ フ 形石 器 2

点、使用痕のある剥 片 1 点が縄文時代の遺構内から出 土している。

本遺跡周 辺の曽 根丘 陵上には、米倉山遺跡、立石遺跡、後呂 遺跡、下 向 山遺跡、横畑遺跡、弥

二郎遺跡な どの遺跡が こ れ ま での調査で明らかに され、次第にその数 も 増 加 する 傾 向に あ る。

こ れらの遺跡群の中で、石器が剥片 と 共に プ ロック と して存 在する も のは立 石 遺跡の み で、本

遺跡を含めた 他の遺跡では1点乃至数点の石器が散発的に発見 さ れ る と い う 現 象が 目 立 つ。 こ

の こ とが、当 時の居住 と 狩猟地や 一次的 な 居留地点の比率を投 影 してい る と は 単 純には言 え な

いが、今後遺跡の内 容がい く つ かに類型化され、構造的に把握 される 可能性を示 唆 し ている。

と こ ろ で、第 4 次調査では先土器時代層の調査 と 併 行 して、 遺跡を覆 う 火 山 灰 層の分 析を行

なった。その結果は 「第 V 章 各説」 に譲るが、Pm - I 直上からカ ン ラ ン 石が増 加 し W 層- m
層で高率を保 ち 、 II 層からその上層に向かって減少す る とい う 傾 向 から、本遺跡周 辺にお け る

富士火山のテ フ ラ の降灰が結論 づけられ た こ と は興味深い事 実 で あ る。 ま た 、 鍵 層の 1 つ と さ

れる AT層が II 層の黒色帯付近に比定 される こ と は、今後の先土 器時代の文化層を考 え る 上に

も 一 つ の有力 な 手掛 り と なるであ ろ う。曽 根丘陵の表面を覆 う 堆積 土 の 中 でも と り わ け 人 類 の

歴史 と かかわ り を も つ 最上層部分の研究は未 だ進展している と は言い 難 く 、 上記 の様 な 分析 を

蓄積し、遺跡 と 堆積 土の関係を明 確にしてい く こ とが今後の課題 とい える。

2 .  縄文時代
＜集落＞

縄文時代の集落は、縄文時代前期末～中期を通 じ て遺跡北 東 隅に営ま れ てい る 。 時期 別に分

析する と 住居址は十三菩提式期 3 軒、五領 ケ 台 式期 6 軒、藤 内 式 期 8 軒、 井 戸 尻 式期 5 軒、 曽

利式期 1 軒で、その中心が縄文時代中期の前葉～ 中 葉にあった こ とが窺 わ れる。

十三菩提式併行期の住居址は、34号住、38号住、41号住の 3 軒であるが、 こ の内38号住、 41号

住は埋甕炉 と 柱穴を除いて ほ と ん どが削 平 され た 状態で検 出 されてい る。 こ れに対 し 34号 住 は

非常に良好 な 状態で確認 され、竪穴の掘 り 込 み は約 60cmを測る。 こ の住 居 の覆 土 上層では五領

ケ 台 式の土器、下 層およ び床面直上では十三菩提式併行の土 器が主体を占める こ と から、 明ら

かに住居廃絶後に五領 ケ 台 式期 の遺物の投棄があった と 判断 される。34号 住 は 床 面に炭化材お

よ び焼土が薄 く 全体を覆う こ と から、火災住居 と 推定 される。床面での出 土遺物が多い こ と は、

不慮の失火が原因である こ と を裏付けている も の と 考 えられる。

五領 ケ 台 式期の住居址は、12号住、13号住、19号住、22号住、29号住、42号住の 6 軒である。
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縄文時代の時期別遺構件数

時 期 住 居 址 （軒 ） 土 拡 （基 ）

前
十 菩 提 3 8 

期

五 領 ケ ムロ 6 54 

中 格 沢 ． 新 道 ゜ 10 

藤 内 8 17  

期 井 戸 尻 5 17  

曽 利 1 1 1  

ムロ 計 23 1 1 7  (時期不 明86)

住居配置は前時期と比 べ相対的に南側に多 く なる傾向を示す。 こ の 6 軒 の住 居 址 は後述する 様

に 3 期に分類 され、全てが同 時期に存在するものでは な い。 こ の中 で他の住 居 址とは異な る 住

居 内 施設を有する 1 2号住居址につ いて若干記述しておきた い。

1 2号住は、長軸 7 m 2 0cm、短軸5 m5 0cmの楕 円形を呈する 比較的大型の住居址で、 ヒ°ッ ト ど お

しの切 り 合 い から何回 かの建て替 えが想定できる こ とは本文中にふ れた と お り で あ る。本住 居

址の特異性は、住居 内 の炉が1ケ 所ではな く 5 ケ 所認められる こ とに あ る。 こ の複数の炉 は 住

居 中 央部 から北側に点在するが、改築時 ある い は住居の使用 時期に 「火 処 」 をそのつ ど 変 更 し

た結果とは捉 え 難 く 、同時に使用 された可能性が強 い。とする と、 一 般 的 な 住 居とは異 な る 何

らかの役割があったのでは な い だ ろ う か。複数の炉を同 時に使用 して い る 例では、 東 北地方か

ら 北陸地方に分布する長方形大型住居址の存在が挙 げられる。渡辺誠氏によれ ば、 こ の様 な 大

型住居址は、堅 果 類 な どを乾 燥 させ 長 期 間 保 存 するための屋 根裏貯 蔵を行 なった 建 物 で あ る

（渡辺 ， 198 0 ) と され、一定の役割が論 じられて いる。本住居址の場 合、 こ れらの大型 住 居 址 の

様に一定 間隔に炉が設置 され、主軸方向に住居が大型化するものでは な いが、複数炉の同 時 使

用 と い う 意味では同様の役割があった こ とも十分に考 えられる。本県 八 ケ 岳 南麓に あ る 天 神 遺

跡では、本遺跡1 2号住と同 じ く 住居址内に 6 ケ 所の炉をもつ 同 時期 の住居が存在するが、(1) 今 後

こ れらの特殊な竪穴 が 中部 山 岳地域に普遍的に存在する か どう か検討して い きた いと思 う 。

縄文時代前期末～ 中 期 初頭の住居址群の新 旧 関係は、 （ 旧 ） 34住 • 38住 • 41住→19住→12住 ・

13住→22住 （新 ） の順となる。 こ の内、住居の切 り 合 い 関係が明確 なものは、12住と19!:主がある。

19号住の集合沈線文系を主体とした 土器は34号住上層に出 土 する 土 器群 と類 似 し、34号 住 上 層

と19号住居使用 時期 は ほ ぼ同 時期に限定 される。12号住・13号住と22号住との関係につ いては土

器型式的 な 差に依存せ ざるを得 ない。

本県では縄文時代前期末～中期 初頭の集落跡が、大泉村天 神 遺跡、 一 宮 町 釈迦 堂 遺跡、 境 川

村寺平遺跡、中 道町上野原遺跡、敷島町金の尾遺跡等で確認 されて い るが、 前 期 末 の十三 菩 提
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併行期 の 住居址検 出例 は 、寺平遺跡 1 軒、上野原遺跡 1 軒 と 極 め て発 見 例 が 少 な い。前期末 の

馬蹄形乃 至環状集 落とされる天神遺跡で も 、諸磯 b 式期42軒 、同 C 式期 7 軒 、五 領 ケ 台 式 期 8

軒の住居址が発見されてい るが、十三菩提式併行期に限っては 0 軒 と集 落の非 連 続 性 を示 し て

い る。釈迦堂遺跡におい ても、塚越北A地点で諸磯 b 式期4軒 、五領 ケ 台 式期 1 0 軒 以上が知 ら

れ るが、諸磯 C 式、十三菩提式期 の住居を欠く。これに対 し 、上の 平遺跡では、諸磯期 の 居 住は

認 め られない も の の 、十三菩提式期 から集 落が営 ま れ、続 く五 領 ケ 台 式 期 に集 落規模 も 一 層 拡

大 し た様相が遺構数から類推される。遺跡立地や集 落の 規模 と継 続 性 な どの 点 で は 、 非 常 に狭

い尾根上に営 ま れた寺平遺跡等とは性格 を異に し た拠点的な集 落様 相 を示す も の と し て捉 え る

ことができよ う 。

以上、縄文時代につい ては前期 末～中期 初 頭 の 集 落を中心に、 そ の 問 題点を挙 げた が、 中期

中葉に も 安定 し た 集 落が営まれていた と考え られる。格沢式 • 新 道式期 の 住居 址 軒 数 が 0 軒 で

あることは居住の 一次的な断絶あるいは集 落規模 の縮少を意 味 する も の であろ う が、 集 落 の 全

貌 は 今 回 の 調査では明らかに し 得 え な い。

＜ 自 然遺物＞

本調査では人為的遺構 ・ 遺物の 他に花粉、炭化種子、植物遺体な どの 自 然 遺物 に留 意 し 一 定

の成果が出された と考 え る。た だ し 、花粉につい ては、遺構内 の 土壌 サ ンプルを分析 し た が、

酸性 の 強い土の中ではほとん ど破壊 され、検出されなかった 。炭化種子 は 、笠原安夫 • 藤沢浅

両氏の報告のとおり、疑 問種を含 め 13種27粒の種子を同定することができた 。(2) この内確実に栽

培種と言 え る も の は な いが、利用 植物の サルナ シ 、ニ ワ ト コ 、 オ ヤ マ ボ ク チ 、 イ ヌ ザンシ ョ ウ

や畑雑草 の エ ノ キ グサ 、 スベ リ ヒ ュ 、タ デ類などが検 出された 。これらの 植物が縄文 時 代 に実

際に食用と し て利用されていたかど う かは 、今 回 の結果から即座に判 断すること は できな いが 、

この様な資料が蓄積されれば、当時の植生を含 め た 環境復元 が可能 となるであろ う 。遺構内出

土の植物遺体は渡辺誠氏の報告では、 ク リ 、 ク ル ミ 、 コ ナ ラ 属 といった 堅果類 が主 体を 占 め る。

特に42号土拡においては 、拡底 部に焼土層 が堆積 し 、その 直 上に ク ル ミ 、 ク リ の炭化層 が存在

し ており、明 らかに貯蔵施設と考 え られる。本県で出土する土拡 は 、断面形 が 円 筒 形 、 すり鉢

形、フ ラ ス コ 形、 L 字形 な どに類型化され前二者が大半 を 占 め るが 、北関東地方 や東北地方に

多い袋状土拡はさほど発達 し ない。 し たがって、土拡形態 からその 機能 を確定することは困 難

であるが、発掘時 の 自 然遺物検 出で土拡 の も つ個 々 の 役割 をある程度明らかにできる と 考 え る。

ともあれ、丘陵地形、酸性土とい う 有機質の も のが極 め て残 りにくい本遺 跡において炭化種子

や堅果類 が 出土 し た ことは、今後 の丘陵地域の発掘にとっては朗 報と言 え よ う 。

註

( 1 )  発掘時の判 断では、3 軒 の切 り合いとされているが、重複関係 は明確でなく 1 軒 の 楕 円

形 プ ラ ンを呈する大型 の 住居址と考 え られる。

(2) 笠原安夫 • 藤沢浅 「上の平遺跡から出土 し た 炭化種子の同定」 『研究紀要』 3 、山梨県立
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考古 博物 館 ・ 山梨県埋蔵文化財 セ ンタ ー 1987 

3 .  弥生時代

＜集落の立地＞

第4次調査で発見された弥生時代後期後半の住居群は、東山から連 続 した丘 陵 上でも最 も幅

が狭い、いわば台 地のくび れ部に存在している。この住居 址 群よ り東 側 には南から北へ と狭 い

谷が切 り込み、湧水が湧き出して間門川方面へ流れ出している。一 方 、住 居 址 群西 側 は 、 東 西

方向 に 扇形の谷が存在する。ま た、南側 に は上の平遺跡より若 干 標 高 が低 い平坦面に宮 の上遺

跡が展開している。山梨県 埋蔵文化財 カ ー ドによれば、宮 の上遺跡 に も弥生時代後期後半 から

古墳時代初頭の遺物が多く、上の平遺跡と同時期の集落又は方 形周溝 墓 の存 在 が予 想 され、さ

らに南へ展開 する立石遺跡、熊久保遺跡な どと連続した居住 と墓 域 が想 定 され る。それでは、

これらの集落の生産基盤とな る水田あるいは畑地はどこに存在したのであろ う か。

過去の調査においてこの連続 する丘陵上には該期の畑作等の生産活動の痕跡は見い出し難 く、

周辺地域ではその両側 の谷部に水田等の存在 を考え ざ るを得 な い。上の平遺跡第4次調
・
査とほ

ぼ同時期に行な われた中道 町による試掘調査では、台 地東側 の谷部に人 為的な 遺構は検 出 され

ず、食糧生産の場はその西側 、すな わ ち竜戸川とそれ に流れ込 む 稲 川周辺の谷水田であった可

能性が一層 強くな ったと言 え る。今回 の住居址群が、台 地上のく び れ部に 位置し、比較的傾 斜

のゆ るやかな 地域を通って台 地下との往来が可能 な 部分に立地していることは、 生産 活 動の場

に集落立 地が規制 された結果と捉 え ることができよ う 。生産 活 動の場 につ いては、 今 後 谷部の

調査を進 め る中 で検討しな ければ な らな い。

＜住居址の配置＞

弥生時代後期の住居址は、方形周溝墓群の存在する地域の南側 に 位置し、 1 5 号 住 • 28号 住 が

その北端、 1 住 が南端を占 め る。しかし、南限は昭和5 6年の宮 の上遺跡調査で数 軒 の住 居 址 が

確認されていることから、更に南へ居住区が展開するものと思 わ れる。第4次調査で発見され

た17軒 の住居址は、標高330mの コ ンタ を境に北と南でやや住居址間の距離が隔 た ることから、

この南北で2 つ の グル ー プ を設定することができる。

北側の住居址群 （以下A グル ー プとする） は、東西約 5 0m、南北90mにわたって展 開 する。 こ

の中 に は2 ,._, 3 軒 の住居址が互いに近接する場所 に建てられていることから、更 に 幾 つかの小

グル ー プが存在していたのかもしれな い
( 1 )  

。 また、 7 号住と 1 号掘立柱状建物跡は主軸方向をあ

わ せる様に隣合せに 存在することから、両者が密接 な関係にあったことがが窺 え る。掘立 柱 状

建 物跡を高倉式倉庫 とすれ ば、 7 住の居住者がその内 容 物を管理していた 可能性もあ ろ う 。

県内 の同時代の集落である櫛形 町六科丘遺跡では、住居址 と掘立 柱 状 建 物跡の比 率 が 8 : 1 

とされ、 1 期 に 7 軒 の住居と 1 棟の掘立柱、 I1 期に1 1軒 十 a の住居 と 1 棟の掘立柱、m期 に 1 0 軒

+ a の住居と 1 棟 の掘立柱と若干の変化はあるものの各期に掘立柱 状 建 物 遺構が存在すること
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が報告されている。 本遺構の場合 、 1 号掘立柱状建物跡以外 に 「倉庫 」 に比定され る も のは確

認されておらず 1 3 : 1 の比率となるが、集落全体の調査ではないため明確ではない。 いず れに

し ろ 、秋に収穫 された食糧は数軒 から多くて も 十数軒の住居単 位 で管理され、共 同体 内の規 制

に従 っ て分配 されていたと考 え られる。

＜方形周 溝墓＞

第4次 . 5次調査で検出された方形周溝墓は、20 基 （内13基は過去確認済）で、上の平遺跡全

体では1 24基を数 え るまでに至っ た。 墓域全体の展開は、第1 次から 3次の報告に譲 るが、 こ こ

では今 回 の調査で気 づいた 2点 について記述する こ とにする。

まず 1 点は、方形周溝墓相互の切 り合い関係 である。 方形周溝墓の築造 は 、 隣 接 す る溝どお

しが切 り合 う こ とはあっ て も 、相互の墳丘部分にそれが及ぶ こ とは全くない。 その点 一 定の原

則 に従 っ て造 墓が行なわ れていた こ とが理解 される。 し か し 、溝に関しては新しい墓が、ある

程度埋没 し ている古 い溝 を切 っ て掘り返 されている も のが多数 存在する。 76号周溝墓 と 1 23号周

溝墓の切 り合 いでは、76号墓が 1 23号墓の北溝を掘り、さらに溝の壁を整形 し 、つき堅 め た痕 跡

が認め られている。 したが っ て溝は墓の製作時には封台 部に盛 る土を供 給 する掘削 溝として ば

かりでなく、墓 の一 部として一定の役割 を担 っ ていた様 である。 しかも、 埋没 途 上の溝内に も

供献用 と考 え ら れる土器が出土 し たり、後述する様な埋葬施 設 を設 けている事実は、溝の役割

が時間とと も に失 わ れていく性格の も のでない こ とを示している。 とすれば 、方形周溝 墓間 の

溝が切 り合 う 現象は、決して埋没溝の存在を無視 し た行為ではなく、溝 の共 有関係 によ っ て相

互の墓の連結を強調せしめ るといっ た別 の意義 も 想定 できるのではないであろ う か。

次に、方形周溝墓 に追葬 例 が 存在する こ とである。 追葬 と し た 埋 葬 施 設 は、82号方 形周溝 墓

の南溝から出土した合せ口 壺棺で、埋没途上の溝を再度掘り込 み、埋納 されていた。 棺 に使 用

された壺 の口 縁 部が、同 じ 溝の上層 で発見されている こ とから、 2個 体の壺 及び埋葬 された遺

体は別々 に運 ば れ、墓の周辺で納棺された も のと推定される。 溝内に追 葬 する例 は、本遺跡で

は こ の一 例 のみであるが、本来は封台 部の盛土部分に埋葬主 体部の他にいくつかの追 葬 が存在

し ていた可能性 も ある。

＜集落 と 方形周 溝墓＞

本遺跡には集落と墓 域の境界 となる溝等の施設は存在 し ない。 し か し 、丘 陵 くびれ部に集中

する居住区とその北側にのびる墓域の展 開は、やはり意識的に分離 されていた こ とは全体図 か

ら も 理解 できる。

集落の存在時期は、住居址内遺物が極 め て少ないため不明な も の も あるが、おおよそ弥生 時

代後期後半代の住吉式期～六科丘式期の 2時期に限定 される。 (2) こ れに対し、方形周溝墓は こ の

2時期に中心を も ちながら も 古墳時代初頭段階まで造墓活動が続 け ら れ、両者 が 同時存在 し た

時期と墓 域のみが展 開する時期があっ たと判 断 される。 集落 の廃 絶 と移 動が墓 域の拡 大 に伴 っ

て行なわ れた も のか、または別な要因 によ っ て集落移 動が余 儀 なくされたのかは現段階では結

論 し 難いが、住居址群の南北に墓域が展開 し ているに も かかわ らず 、廃 絶後の集落 跡に造 墓が

行 な わ れ なか っ た こ と は方形周溝墓造営 の 最後 ま で居住区 と 墓域 を分離 す る 意識 が 人 々 の 間 に
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作用していた も のと考 え られる。

以上、第4次 • 第5 次調査から得 られた成果と問題点を 大 まかに列 挙したが、紙 数 の制 約 で

詳細な検討ができないままに 残 された問題が多 く 存在している。 こ れらの課 題 に ついては、 後

日機会 を改め て検 討 を加え たいと思 う 。

註

( 1 )  5 号住 と 6 号住、1 1号住と27号住では 住居間の距離が 1 m50cm程で、上屋 の存在 を 考慮す る

と同時存在し得 ないも の も あり、住居址群が2 期 に分 けられる可能性がある。

(2) 中山誠二 「 甲府盆地 に お け る古墳 出現期 の土器様相」 『山梨考 古論集 I 』 、pp . 205 

-237 . 1 986 
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